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A Series on Recommendation of “Nippon Decimal Classification” (Newly rev. 10th ed.) （1stpart） 

『日本十進分類法』（新訂 10版）のすすめ（第 1回） 

１．はじめに 

『日本十進分類法』 1 （ Nippon Decimal 

Classification、以下『NDC』）は、もり・きよ

し（1906-1990）によって、昭和 4（1929）年に

初版が刊行された。発行日は、もりの誕生日で

ある 8月 25 日であった。戦後、昭和 23（1948）

年に刊行された文部省編『学校図書館の手引』

に、『NDC』が学校図書館の分類法として推奨さ

れ、掲載された 2。また、1948 年に設立された

国立国会図書館において、同年、和漢書には『NDC』

第 5 版を暫定的に採用して整理を開始した。直

後に国立国会図書館の技術指導にあたっていた

連合国総司令部特別顧問のダウンズが、国立国

会図書館に対して、和漢書の分類法に『NDC』を

使用することを勧告した3。ダウンズは全国の図

書館が国立国会図書館の付与した分類記号を利

用できるよう、国立国会図書館が先導となり、

分類法を統一するべきだと考えていた。これら

が契機となって、『NDC』は我が国の図書館界に

急速に普及していった4。 

『NDC』は名実ともに日本の図書館で広く普及

している標準分類法として現在に至っている。

このことを客観的に実証するデータとして、日

本図書館協会分類委員会による全国の公共図書

館と大学図書館を対象に実施された 2008 年 4

月 1 日時点における「図書の分類に関する調査」

があった。これによれば、公共図書館では

95.6％、大学図書館でも 81%が『NDC』を使用し

ていた 5。2008 年時点において公共図書館は

3,126 館、大学図書館は 1,357 館であったのに

対し、その後 2017 年時点において公共図書館は

3,292 館、大学図書館は 1,424 館となり、どち

らも増加している6。『NDC』を使用している図書

館が、『NDC』の使用を中止して、他の分類体系、

あるいは独自分類に切り替えることは、これま

での分類体系との整合性を伴う問題もあり容易

ではないことから、『NDC』使用館数と『NDC』使

用割合は増えていることが十分に推測できる。 

 本稿は、我が国の図書館関係における標準分

類法である『NDC』の新訂 8 版から、新訂 9版を

経て最新の新訂 10版までを、様々な観点から比

較検討することで、新訂 10版について理解を深

めるためのシリーズ企画である7。今回は書誌事

項、装丁・紙面、改訂方針について比較検討を

行い、違いなどについて述べる。なお、版表示

における「新訂」は、以後、省略する。 

 

２．書誌事項 

最初に書誌事項について、比較検討する（表

1参照）。 

１）著者 

原編はいずれも、「もり・きよし」で同じ。な

お、本名は森清8であり、著作では「もり・きよ

し」の名義を用いる場合があり、これらはこの

事例のひとつである。また、改訂編集者も、い

ずれも「日本図書館協会分類委員会」で同じで 

書誌事項、装丁・紙面、改訂方針について 

Regarding the bibliographic records, binding・page space, and revision policy 
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ある。 

２）出版地 

いずれも、「東京」で同じである9。 

３）出版者 

いずれも、「日本図書館協会」で同じである10。 

４）出版年 

『NDC』8 版の第 1 刷発行は、1978 年 5 月 5

日、『NDC』9 版の第 1 刷発行は、1995 年 8 月 25

日であり、8 月 25 日はもり・きよしの誕生日で

あった。『NDC』10版の第 1 刷発行は、奥付では

2014 年 12月 25 日であった。しかし、日本図書

館協会分類委員会のWebサイトでは、2015 年 1

月 26 日刊行としていた11。なお、『NDC』7 版か

ら 8 版発行までに約 17 年、『NDC』8版から 9 版

発行までに約 17 年、『NDC』9 版から 10 版発行

までに約 19 年の年月を要した12。 

５）ページ数 

『NDC』8 版は 635 ページ。『NDC』9 版は、「本

表編」が xlviii（解説部分）, 418 ページ（細

目表部分）、合計 466 ページ、「一般補助表・相

関索引編」が 435 ページのため、2 編の合計は

901ページであった。『NDC』9版は 8 版と比較し

て、全体のページ数が約 1.4 倍に増えていた。

しかし、「本表編」におけるローマ数字とアラビ

ア数字との 2 種類のページ付は、利用上の便宜

とはなっていなかった。特に授業で学生に指示

する際など、ローマ数字とアラビア数字の区別 

 

をし、さらに学生にとっては慣れないローマ数

字への対応という問題があった。 

『NDC』10 版は、「1 本表・補助表編」が 473 ペ

ージ、「2 相関索引・使用法編」が 327 ページ

のため、2 編の合計は 800ページである。『NDC』

10 版ではすべてのページ付をア

ラビア数字に統一してあるので、

『NDC』9 版の欠点を改善してい

る。『NDC』10 版と 9 版とのペー

ジ数のみを単純に比較すると、

ページ数は減少しているが、こ

れは『NDC』10版の大きさ、判型

が大きくなったこと（次項の「大

きさ」を参照）、また、相関索引

においては『NDC』9 版における

2 段組み形式から、『NDC』10 版

では 3 段組み形式になったこと

から、ページ数の増大による冊 

子の厚さを極力抑えたからであ

る。藤倉は、「推計だが、A5 判の

ままだと 2 冊分合計で最低でも

約 90～100ページ（約 7～８ミリ）

の増加となり、9 版より 1 割程度厚くなる計算

となる13。」と指摘していた。 

６）大きさ 

『NDC』8 版、9 版は高さ 22cmでサイズはA5

判、『NDC』10 版は高さ 27cmでサイズはB5 判で

ある。『NDC』を含めた図書館における情報資源

組織の「三大ツール」と呼ばれている『日本目

録規則1987年版（Nippon Cataloging Rules 1987 

Edition）』と『基本件名標目表（Basic Subject 

Headings；以下BSH）』第 4版とのサイズはB5判

であるため、『NDC』10 版の刊行をもって、「三

大ツール」は外形的に統一された14。 

７）分冊 

『NDC』8版は 1冊のみで完結であったが、『NDC』

9版、10 版は 2 分冊となった。『NDC』9 版は、「本

表編」と「一般補助表・相関索引編」という分

冊であったが、分冊巻次の記載は無かった。本

表編を使って分類を付与すべき一般補助表を参

照しやすくするために「一般補助表・相関索引

編」を分冊に配置したが、固有補助表が掲載さ

れていないため、中途半端な感じが否めなかっ

た。また、2 分冊がほとんど同じ厚さのため、 

表 1 書誌事項 
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外観上は背表紙を見ないと、どちらの分冊であ

るかを即座に識別することは難しいことが欠点

であった。 

『NDC』10 版は、「1 本表・補助表編」と「2 

相関索引・使用法編」という分冊であり、分冊

巻次の記載もされている。この 2 分冊は、実務

上の利便性を重視し、性格付けを明確にしてい

る。第 1分冊は「分類付与作業ツール」であり、

習熟した分類作業者は第 1 分冊を主として使用

することを想定している。ここでの補助表は、

一般補助表も固有補助表も、併せて掲載されて

いるので、『NDC』9 版の欠点を改善している。

一方、第 2 分冊は「利用支援ツール」であり、

初学者や作業初心者は第 1分冊と第 2分冊を併

用して使用できるようになっている。また、分

冊の厚さが明確に異なるので、より厚い方が「1 

本表・補助表編」と直感で判明できるため、こ

こでも『NDC』9版の欠点を改善している。 

８）ISBN15 

『NDC』8 版は 4-8204-7800-1、9 版は ISBN 

4-8204-9510-0 であった。『NDC』10 版は ISBN 

978-4-8204-1413-1である。 

９）価格 

『NDC』8 版は、奥付によれば「定価 4,000 円」

であった16。『NDC』9 版からは 2分冊になり、分

売不可の方針を現在に至るまで採っている。

『NDC』9 版の奥付には、「セット定価 6,000 円

（本体 5,826 円）分売不可」という記載であっ

た17。『NDC』10 版は、「6,500円（本体価格）分

売不可」という記載である。消費税 8%を加える

と、7,020 円となる。この記載は、消費税が 2019

年 10月から 10%に引き上げられても混乱をきた

さない記載となっている。 

10）その他 

『NDC』10 版から「日本」の英文項目名が

「Nippon」から「Japan」に、相関索引語のヨミ

を「ニッポン」から「ニホン」に変更となった18。 

  例 『NDC』8 版、9 版 日本史 General 

history of Nippon 

    『NDC』10 版   日本史 General 

history of Japan（下線筆者） 

しかし、書誌レコードとは必ずしも一致して

いない。『NDC』8 版、9版の他言語のタイトルは、

いずれも標題紙裏に記載されているのは 

 

「Nippon Decimal Classification」であり、英

文項目名と同じ「Nippon」が使われていた。し

かし、『NDC』10 版も同様であるため、英文項目

名とも索引語のヨミとも異なることになってし

まっている。他言語のタイトルは、索引語のヨ

ミに合わせた「Nihon Decimal Classification」

とすることを推奨したい。なお、他言語のタイ

トルに併記されている略名称は、『NDC』8 版、9

版では『N.D.C.』とピリオド付きであったが、

10 版ではピリオドは外して『NDC』となってい

る。これに関して藤倉は、「ピリオドつきのN.D.C.

の略名称は初版以降用いられており、加藤宗厚、

鈴木賢祐をはじめ戦前戦後の文献に幾度も登場

するものであるが、近年では分類委員の執筆す

るものをはじめ教科書や論文等で［『N.D.C.』が］

用いられることはまずない19（［ ］筆者）。」と

述べていた。 

次に、書名のヨミについてである。日本全国

書誌では、『NDC』8版、9版は「ニホン ジッシ

ン ブンルイホウ」（下線筆者）であったが 20、

『NDC』9 版の標題紙裏には、書名のヨミとして、

t1.には「ニッポン ジッシン ブンルイホウ」

（下線筆者）と記載されていた。そのうえ相関

索引語の「日本」のヨミには「ニッポン」が使

われていた。そのうえ索引語のヨミには「ニッ

ポン」が使われていたという複雑さがあった。

同じ「日本」と書いて、「ニホン」なのか「ニッ

ポン」なのか、特に図書館員としては気にする

問題である。なお、『NDC』10版では、日本全国

書誌における書名のヨミは「ニホン ジッシン 

ブンルイホウ」とこれまでと同様であるが 21、

標題紙裏のt1.も「ニホン ジッシン ブンルイ

ホウ」となり、相関索引語の「日本」のヨミに

も「ニホン」が使われ、ここにきて初めて「ニ

ホン」で一致することになった。 

 

３．装丁・紙面 

 次に装丁・紙面について、比較検討する（表

２参照）。 

１）ロゴの位置 

『NDC』8 版、9 版は表紙の右下に、文字など

を浮き彫りにする加工であるエンボス（Emboss）

がされてあった。しかし、この位置は図書館に

おけるバーコードラベル等を貼付する場所と一 
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致するため、エンボスの凸凹が貼付を妨げると

いう欠点があった。『NDC』10 版は表紙の右上に

変更となったため、これまでの欠点は改善され

ている。 

２）背表紙における分冊表記 

『NDC』9版は、「♦本表編」「♦一般補助表・相

関索引編」という表記で、どちらの分冊にも巻

次に相当する順序の記載がなかった。『NDC』10

版は、「♦本表・補助表編」「♦♦相関索引・使用法

編」という表記で、♦印を利用して巻次を示して、

わかりやすくなっている。 

 

 

３）小口見出し 

『NDC』8版には小口見出しはついて

いない。『NDC』9版には相関索引のみ、

「ア」「カ」「サ」「タ」「ナ」「ハ」「マ」

「ヤ」「ラ」「ワ」と「英字・数字」の

小口見出しがついていた。『NDC』10 版

では、相関索引は 9 版と同様であるが、

さらに本表にも各類および補助表に、

「0 総記」「1 哲学」「2 歴史」「3 

社会科学」「4 自然科学」「5 技術」

「6 産業」「7 芸術」「8 言語」「9 

文学」「補助表」という小口見出しがつ

いており22、利便性を高めている（図 1

参照）。 

４）ページ数 

『NDC』8版では、ページ数記載場所

は見開き、のど付近の柱部分であり、

その両端には当該分類記号が記載され

ており、ページ数と分類記号との識別

がつきにくいという欠点があった（図 2 参照）。

『NDC』9 版では見開き、地付近の中央に記載さ

れており、『NDC』8 版における分類記号との識

別がつきにくい欠点は改善された。『NDC』10版

も 9 版同様である。 

５）中間見出し 

中間見出しとは、「十進分類法では 9区分の制

約があり、9 区分に満たない場合に同格の異な 

る概念の分類項目を同居させ区分調整を行うこ

とがある。その場合、それまでとは異なる区分 

 

表 2 装丁・紙面での比較 

図 1 『NDC』10 版 本表編の小口見出し

の事例 

図 2 『NDC』8 版の 254 ページ数の事例

（ここでは見開き左側ページに該当） 
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特性により分類される項目が途中から出現する

ことになるので、NDCではその範囲に置かれた

「分類記号／分類記号 項目の名辞」をフラン

スパーレン（〈 〉）で囲み明示している23。」で

ある。『NDC』8 版では中間見出しは存在してお

らず、『NDC』9版で新設され、その際は記号と 

して＜ ＞で囲んで記載された。また、奇数ペ

ージ末に中間見出しが掲載されていたため、中

間見出しには区分調整を行うと同時に、階層関

係の明示を示す役割がある以上、ページをまた

ぐとそれを視認することが難しくなるという欠

点があった24。『NDC』10 版では中間見出しの記

号は〈 〉に変更され、奇数ページ末に出現する

場合には、その手前において改ページされてお

り25、『NDC』9版の欠点を改善している。 

また、フランスパーレンを使った限定語を付

記する場合にも、NDC8 版、9 版では、記号とし

て＜ ＞で囲んでいたが、NDC10 版では記号が

〈 〉に変更されている。 

例 762.8 音楽家＜列伝＞ ：『NDC』8, 9 版 

→ 音楽家〈列伝〉：『NDC』10 版 

６）インデント 

 細目表における分類の下位概念を示す際に、

分類項目名はインデントをしている。その際、

『NDC』8 版では「全角」単位、『NDC』9 版では

「半角」単位であったが、『NDC』10 版では再び

「全角」単位に戻り、視認性の向上を図ってい

る。 

７）外来語表記 

『NDC』8 版、9 版における外来語は発音重視

の傾向にあったが、『NDC』10 版では今日慣用的

に用いられる表記に置き換えられている。例え

ば、次のようなカタカナ表記である（下線筆者）。 

（『NDC』8,9 版）    （『NDC』10 版） 

テーラー システム → テーラーシステム  

エスカレータ → エスカレーター 

ディジタル → デジタル 

８）英文項目名 

『NDC』の第一次区分から第三次区分までの分

類項目名には、英語表記も記載されている。『NDC』

9 版からは、それらに加え、分類記号の深さに

関わらず、外国地名、植物および動物の科以上 

の学名、言語名、外国人名に原綴（主に英語）

にも英語表記を付与していた。『NDC』10版でも 

 

9版と同様に継続されているが、説明の順序を 

分類記号順とし、内容も以下のように限定を加

えた表記とし、よりわかりやすくなっている。 

ただし、日本語での分類項目名と英文項目名と

は、一意関係にはなっていない。 

 例  392  国防史・事情．軍事史・事情 

History and conditions 

    749 印刷 Printing．Graphic arts 

一意関係になっていないために、相関索引か

ら別の分類項目に案内される例があることを、

米谷らは次のように指摘している。 

「「レクリレーション」は相関索引では、「レ

クリレーション（衛生）498.35」と「レクリエ

ーション（娯楽）790」が掲載されている。498.35

は「レクリエーション」の語はあるものの第 5

次区分のため英語訳は付されていないが、「大き

な分類項目」である 790 には英語訳が付されて

い る 。 た だ し 790 の 英 文 項 目 名 は

「Accomplishment and amusement」であり、レ

クリエーションの元の語である「recreation」

は登場しない。一方、recreationはスポーツの

下位区分である「786 戸外スポーツ」にOutdoor 

recreationsとして登場しており、ねじれ現象が

起こっている26。」 

近い将来、コンピュータで自動処理でき互い

に関連付けられるデータであるリンクトデータ

への展開を考えれば、全ての項目に対して、日

本語と英語での対応関係を分類典拠ファイルと

して持っておくべきである。 

９）排架と配架 

最後に補足として、「排架」と「配架」との漢

字について記載しておきたい。『NDC』8 版では、

「配架」の漢字を使用していた。『NDC』9 版で

も、「配架」の使用がほとんどであったが、以下

の 2 か所では「排」の漢字を使用していた（下

線筆者）。 

例： 071/079 の位置に 排架 することは

（p.xxxix）。 

随筆も小説の中に混排して（p.xli）。 

『NDC』10 版では、再び「配架」の漢字のみ

の使用である。なお、「排」という漢字は「一定

の順序で連ねる」、「配」という漢字は「割り当 

てる」という意味の違いに基づいて、「排架」は

順序よく並べること、「配架」はただ並べること 
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を指している 27。文部省の『学術用語集 図書

館情報学編28』（1997）、『図書館情報学用語辞典
29』においても「排」という漢字が使われてい

るため、図書館ツールとしての『NDC』にも、「排」

の漢字での表記統一を希望したい。ただし、本

稿では『NDC』10版から引用する関係からも、「配」

の漢字を使用することで、読者に違和感を生じ

させないようにする。 

 

４．改訂方針 

『NDC』8 版の改訂方針は、「序説」の中の「新

訂 8 版について」で次のように示されていた30

（下線筆者）。 

・7版の場合と同様に抜本的な改正を行わない。

従って、構成や記号の改変は極力さける。 

・改訂の重点は、新主題の挿入、新設におく。

そのため細目以下について若干の移動または 

修正を行なう。 

・名辞（分類項目）は、必要に応じて改正する。

また BSH の採用標目との関連を考えて調整する。 

・細目の精粗については、各類綱目におけるバ

ランスを考えて再検討をする。 

・分類項目の意義範囲を、より明確にするため、

注記及び参照を充実させる。 

・索引は、よりくわしく整備するが、逆に不用

なものは削除する。索引の配列は、BSH との関

係から 50 音順に改めることも考慮する。 

・付表（経済と産業）の取扱いは、別に検討す

る。 

他方、『NDC』9版の改訂方針は、「解説」の中

の「NDC9 版の改訂方針」で次のように示されて

いた31（下線筆者）。 

・全国書誌の分類を念頭におく展開 

・時代の変化に即した新主題の導入 

・NDC8 版の継続性の維持 

・各分類項目の位置付け、範囲の明確化 

・補助表の充実 

 

・相関索引の整備 

・データベース上における改訂 

『NDC』8 版、9 版ともに継続性の維持で、抜

本的な改正を行わないという基本路線のもと、

時代の変化に即した新主題の導入が共通であっ 

た。これはNDCが広く図書館界で普及しているが

故に、抜本的な改正を困難にしているのではな

いかと推測する。その上で、『NDC』8 版では相

関索引を見直し、BSHとの

関係を考慮し、これまで

のアルファベット順から

50 音順に改めた32。『NDC』

9版では「全国書誌の分類

を念頭におく展開」で、

これまでの書架分類から

書誌分類を目指すこと33、分類項目の位置づけ、

範囲を明確にするため中間見出しを新設したこ

と、注記・参照・注参照を増強したこと、補助

表を充実して独立の分冊としたことであった。 

『NDC』10版の改訂方針は、「序説」の中の「新

訂 10 版における主要な改訂」で次のように示さ

れている34。 

・9 版の改訂方針を踏襲する。 

・新主題の追加を行う。 

・全般にわたって必要な修正・追加などを行う。 

・NDC・MRDF9（NDC新訂 9 版機械可読データファ

イル 35）の本表と相関索引を統合し、分類典拠

ファイルを作成する。 

 さらに追加的対応として、以下の内容が挙が

っていた。 

・分類法の構成の改変 

・補助表の組み換えと固有補助表の新設 

・［共通細目］［地域細目］の付記の削除 

・多数の別法の導入 

 『NDC』10 版においても、これまで同様、前

版の継続性を重視し、『NDC』の根幹に関わる体

系の変更は行わないこと、書誌分類をめざすこ

と、新主題の追加を行うことは共通であった。

既存の分類体系の枠内での『NDC』10 版の主な

改訂点としては、「序説」と「使用法」、新主題、

注記、補助表、相関索引であった36。これらに 

ついては、稿を改めて考察する。 

 なお、『NDC』10 版における主要な改訂につい

ては、那須が試案説明会（中間報告）で挙げて 

（『NDC』9 版）             （『NDC』10版）  

外国地名                 2 類における外国地名 

植物および動物の科以上の学名       外国人名 

言語名                  動・植物の科目名 

外国人名                 8 類における言語名 
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いた「論理性の確保」、「各類の改訂事項」、「NDC

の提供方法」、「館種への対応」、「解説の充実」

は重要な課題であった37。すなわち、「論理性の

確保」は、分類法の体系・構造・構成から表の

運用・使用法まで一貫して論理的であることを

追求する問題であり、これまでの改訂では必ず

しも十分ではなかった。そして、これを前提に

した「各類の改訂事項」は、新主題の追加を行 

うこと、全般にわたって必要な修正・追加など

を行うことであり、その結果、各種図書館の利

用に適ったきめ細かい対応である「館種への対

応」があった。また、「NDCの提供方法」はデジ

タルデータの提供を目指しているNDC/MRDF10

やリンクトデータ化の検討につながっている 38。

「解説の充実」は既述したように、分類自体の

概要である「序説」と、特に初学者や作業初心

者への具体的な指針となる「使用法」とに再編

成をし、双方に目次を新設している。さらには

用語の定義として「用語解説」、2 分冊のどの項

に出現しているかを確認できる「事項索引」も

新設され、質量ともに充実が図られている。 

 

５．終わりに 

 本稿は、我が国の図書館関係における標準分

類法である『NDC』8 版から、最新の 10 版まで

を、書誌事項、装丁・紙面、改訂方針について

比較検討を行った。『NDC』8 版からみれば半世

紀以上かけて刊行された『NDC』10 版は、神羅

万象を体系化している図書館界の知であり、引

き続き丁寧に紐解いていきたい。 

なお、これまでの『NDC』刊行において、ご尽

力をなされた歴代の分類委員会委員長をはじめ

委員の方々には、改めて敬意を表する次第であ

る。なお、これまでの『NDC』刊行において、ご

尽力をなされた歴代の分類委員会委員長をはじ

め委員の方々には、改めて敬意を表する次第で

ある。 
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１．大学図書館における電子書籍プラットフォ

ームの概況 

 大学図書館向けの電子書籍プラットフォーム

は、弊社が販売代理店として国内に紹介し 2007

年 以 降 に は 学 術 和 書 の 搭 載 も 進 め た

NetLibrary（OCLC 提供＝当時）を端緒として、

10数年を経た現在、いくつかの有力プラットフ

ォームが競い合いながら、ようやく広く一般的

に導入が進んできている状況にある。 

 それぞれのプラットフォームは、コンセプト

や機能、何より搭載するコンテンツ群の性質に

大きな違いがあり、今のところ大学図書館の多

様なコンテンツ面のニーズに十分に応えうる単

一プラットフォームは存在しない、というのが

実情である。従って、弊社は現在、「充実した電

子図書館をこれから構築したい」とご相談を受

けた場合には、下図のような 3 つのプラットフ

ォームを組み合わせて導入することをお薦めす

るケースが多い。 

 

 まず、図中左上の紀伊國屋書店学術電子図書

館 KinoDen（キノデン）は、本稿後半で詳述す

るが、国内の学術書・教養書を中心に搭載する

プラットフォームである。主に専門課程に進ん

だ学生や教員が利用することを想定している。 

 また、図では下部に示した LibrariE（ライブ

ラリエ）は、小説や実用書、文庫新書等の一般

書を搭載するプラットフォームで、「有期限・貸

出回数制限付きライセンス」という購入モデル

に特徴がある。大学図書館の一般的な予算運用

には馴染みにくいものだが、この特徴的なライ

センス故に、多くの一般書系出版社が、幅広い

読者に求められる活きの良いコンテンツを多数

提供してくれている、という面がある。このプ

ラットフォームでしか読めない魅力的なコンテ

ンツが数多く存在していることから、この「買

いにくさ」を受け容れる図書館が年々増えてき

ており、現在 30を超える大学図書館で利用され

ている。学生にとって親しみ易い電子書籍の提

供や英語多読、就職活動の支援といった目的、

言わば学生サービス充実の一環として導入され

ることが多い。高校や中学の図書室での導入も

進んでいる。 

 3 つ目は、米国 ProQuest（プロクエスト）社

が提供する ProQuest Ebook Central（PQEBC）

である。大学図書館に洋書は必須であり、

ProQuestや EBSCOといった有力アグリゲーター

が提供するプラットフォームは収集や利用がし 

紀伊國屋書店学術電子図書館 KinoDen（キノデン）の現状と今後 

Kinokuniya Digital Library “KinoDen”：Present and Future 
  

今井太郎＊ 
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易く、広くさまざまな大学で導入されている。 

国内の書籍に比べて一般的に利用頻度が少ない

洋書の収集については、「紙より電子優先で」と

考える図書館はここ数年でかなり増えた印象が

ある。PQEBC にはさまざまな購入モデルが用意

されており、中でも、Mediated DDA（ディーデ

ィーエー：Demand Driven Acquisition）と呼ば

れるモデルは、約 90 万点の電子書籍を 5分間読

み放題で利用者に開放し、ほしいタイトルを利

用者から図書館へリクエストしてもらったうえ

で、図書館が取捨選択して購入するというモデ

ルである。この方式で購入したタイトルは利用

実績が向上しているといった報告もちらほら聞

かれ、効果的・効率的な洋書収集に繋がると考

えている。 

 

 複数の電子書籍プラットフォームを組み合わ

せて導入する場合、利用者の混乱やせっかく購

入したタイトルの「利用者からの見つかりにく

さ」が懸念されることも多いが、OPAC への完全

搭載またはディスカバリーサービスの本格導入

のいずれかによって、問題はとりあえず払拭さ

れるようである。各プラットフォームは、MARC

提供やディスカバリーサービスへの対応を順次

進めており、また、若い利用者の ICT 環境に対

する適応力の高さも相俟って、提供側が心配す

るような使い勝手に対する悪評は、実際あまり

耳にしない。 

 電子書籍の特性が生きるリモートアクセスに

ついても、プラットフォーム毎に鋭意努力が重

ねられており、早晩どのプラットフォームも満

足のいく水準のサービス内容を備えてくるだろ

う。 

 

 当然ながら、導入した電子書籍プラットフォ

ームが利用者に本当に使われるかどうかは、シ

ステム的な要件もさることながら、やはり、必

要なタイトルが十分に電子化されていて入手が

可能かどうか、というコンテンツの量的な問題

に掛かるところが大きい。これについても、数

年前と比べて随分と風向きが変わってきている

ことを実感する。 

多くの有力な学術出版社が本格的に図書館向

け電子書籍の提供を開始しており、中には紙と 

 

電子の同時発売に意欲を見せるところも出始め

ている。もともと数 100 部、数 1,000 部が標準

的な販売部数であることが多い学術書の出版に 

とって大学図書館のニーズは当然無視できない

割合を占めており、そこにおいて紙より電子が

徐々に選好されるようになってくれば、自ずと

出版社側も電子への積極的な対応を進めざるを

えない。今後入学してくる本格的なデジタルネ

イティブ世代のことを考えれば、この流れは元

には戻らないだろう。 

一部の一般書系出版社や教科書中心の学術出

版社は、図書館向け電子書籍にはまだまだ頑な

に否定的であることは確かだが、前述の PQEBC 

Mediated DDA を本格的に導入されている某大学

の図書館の方が、「学生にとっては DDA に載って

いない洋書は存在しないも同然」とおっしゃっ

ていたのが、（起こっている事態そのものへの是

非は一旦措くとして、）示唆的である。大学図書

館に購入してほしい書籍は、図書館向け電子版

を出さなければ「そもそも見つけてもらえない」、

という日が近い将来確実にやってきそうである。 

 

一方で、大学図書館向け電子書籍が今後さら

に伸びるであろう根拠は、大学側の状況の中に

も認めることができる。かつて郊外に進出した

大学がさまざまな理由から大都市の中心部に戻

ってくる動きが近年目立っているが、このとこ

ろそのようなケースでは必ずと言って良いほど

「電子書籍」「電子図書館」が検討されている。

中心部の新キャンパスに十分な広さの図書館を

開設できない、たとえ広さを確保できたとして

も蔵書保管のために貴重なスペースを費消した

くない、という経済合理性から来る動機はもち

ろん、電子書籍を始めとした ICT に積極的な姿

勢を前面に打ち出せばこれからの学生にアピー

ルするに違いない、という共通認識も広く成立

しつつあるようだ。 

つい最近も、或る大手大学の図書館員の方か

ら、「今まで学内に同じ紙の本が 5 冊も 6冊も在

るような状態だったが、本当は全学的にどの本

も紙と電子で 1 冊ずつ揃えておくのがベストだ

と思っている」というご意見を伺う機会があっ

た。紙の保管スペースの問題はキャンパス移転

とは無関係にどこの大学図書館でも悩みの種で 
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あることはもちろん、紙には紙の良さがあるこ

とは当然踏まえつつ、それとは全く別個に電子

には電子の良さがあることが、図書館や利用者 

の側からも徐々に広く認められ始めているのだ

ろう。 

もちろん、紙 5 冊が紙・電子各 1 冊に置き換

わるだけだと出版社の商売としては縮小してし

まう可能性があることは容易に想像できる。電

子版の値付けの問題や、単なる紙の置き換えに

留まらない新たな有用性を付加した電子版の開

発など、出版社側のやるべきことも多い。新た

な有用性の提供については、弊社のようなプラ

ットフォーム事業者が担うべき部分も非常に大

きく、積極的な出版社との共同開発や連携には

もっともっと踏み込んで挑戦していきたい。 

 

２．KinoDen の機能的特長 

 弊社は約 1 年前、2018 年 1 月に学術書を収集

する図書館に向けた電子書籍プラットフォーム

KinoDen を自社開発した。学術和書中心、「買切

り」モデル、同時アクセス数による価格設定、

IP アドレス制御下のブラウザ閲覧で貸出概念

はなし、といった凡その機能やコンセプトは、

旧 NetLibrary（現 EBSCO eBooks）や Maruzen 

eBook Library（MeL）と基本的に同様である。 

 もちろん、先行他社サービスを追いかける立

場の KinoDen では、システム面でもいくつかの

工夫を施している。以下、いくつか特徴的なポ

イントを挙げていきたい。 

 

 まず、利用者向けサイト全体に「レスポンシ

ブデザイン」を採り入れている。パソコンだけ

でなく、タブレットやスマホでも、メニューや

ボタンが小さくなり過ぎたりはみ出したりする

ことなく、画面に最適化したかたちで使ってい

ただける。また、同様の趣旨から、電子書籍の

フォーマットについても、学術書において主流

の PDF だけでなく、個人向け電子書籍で主流と

なっている EPUB リフロー形式にも同じビュー

ワー内で対応した。 

 多くの総合大学では学生が使用するデバイス

はスマートフォン中心になってきているのが現

状である。看護を中心に医療系大学や学生数が

少なめの大学ではタブレットやノート PC を全 

 

学生に貸与したり配布したりしているところも

見られるが、学生数 5,000 人を超える規模の大

学ではやはり BYOD (Bring your own device)頼

みにならざるをえない。現在の社会状況では、 

その場合のデバイスは必然的にスマホとなる。

昨年関西地方の或る大規模校で行った試読実験

でも、学生の 7～8 割は電子書籍をスマホで利用

していた。 

レスポンシブデザインも EPUB リフロー形式

対応も、主にスマホからでも快適に利用しても

らえることを狙った工夫である。 

 なお、電子書籍のフォーマットについては、

「スマホで快適に読む」という目的にとっては

EPUBリフローが PDFよりも優れていると言える

が、ほかの観点からは PDF が優れていると言え

る点もある。EPUB リフローにはページの概念が

無いため、たとえば、教員から学生に対して「何

ページから何ページを読んできて」といった指

示はし辛い。また、PDF では可能なダウンロー

ドや印刷が EPUB リフローではできない。 

 フォーマットはコンテンツの性質や出版社の

方針にも深く関係しており、現在 KinoDen に搭

載している EPUB リフロー形式のコンテンツは、

東洋経済新報社やダイヤモンド社といったビジ

ネス系の出版社やどちらかと言えば一般書寄り

の平凡社といった特定の出版社のタイトルが中

心である。創元社等心理学系の学術出版社にも

EPUB リフローは比較的多い。逆に、理工学専門

書については 99％が PDFというのが現状である。

数式や化学式を EPUB リフロー形式内で上手く

表現するのは、現状ではまだ作業負荷やコスト

が高いようである。 
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デバイスやフォーマットは電子書籍にとっては

未来永劫つきまとう宿命的な問題のように思え

る。グーテンベルクから数えれば 5 世紀以上か

けて花開いた紙の出版文化のことを鑑みれば、 

現在の ICT 関連技術の日進月歩を考慮したとし

ても、この問題が落ち着くまでにあと数 10年掛

かるとしても特に驚くにはあたらないだろう。 

 

 次に工夫した点として、PDF フォーマットを

画像化せずに見せているビューワーを挙げたい。

文字はもちろんのこと、写真や図版を含めて、

美しく読み易い解像度を実現している。 

 

 3 つめは、搭載ほぼ全点に「試し読み」を用

意していることと、未購入タイトルも含めた全

文串刺し検索機能を標準的に備えていることで

ある。これらの機能は、どの未購入タイトルが

学習や研究に役立ちそうか利用者自身に判断し

てもらうための材料を提供することを主な目的

としており、利用者が「この本を図書館で買っ 

 

てほしい」と思ったらその場で図書館に対して

リクエストを出せる機能と組み合わせて利用さ

れることを企図している。 

 ただし現状では残念ながら、運用上の懸念か

らリクエストボタン非表示を選択される図書館 

が多い。また、「試し読み」は出版社が機械的に

先頭から 20 ページと設定してくるケースが多

いのだが、目次だけで 20 ページが終わってしま

って本文が読めないタイトルも目につき、当初

目的に照らして改善する必要があると考えてい

る。 

 なお、些細なことではあるが、「試し読み」フ

ァイルについては、未購入タイトルの内容確認

のほかに、購入済タイトルを読もうとして同時

アクセス数が既に埋まっていた場合に自動的に

そちらが開く、という合理的な動線を設定して

いる。 

  

4 つめ以降は利用者向けではなく、図書館管

理者向けの工夫である。まず、利用統計情報を

リアルタイムで取得いただける機能が挙げられ

る。この統計は、期間指定（日別）・タイトル別

で閲覧数を把握できるもので、KinoDen が日々

どれだけ利用されているか、特にどのタイトル

がどれほど利用されているかが一目でわかる。

そのうえ「試し読み」回数も把握できるため、

「これからどのタイトルを購入すれば良いか」

や「購入済タイトルの中に同時アクセス数を増

やす（買い足す）必要のあるものがないか」を

いつでも確認することが可能である。 

  

最後に、オンライン発注システムとの連動が 
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実現している。KinoDen 導入館には、弊社が長 

年提供している収書支援システム PLATON の簡

易版 SmartPLATON を一体で提供しており、電子

書籍と紙の書籍を比較検討して収書できる環境

を実現している。先述した利用者からのリクエ

ストも、この SmartPLATON に集約される仕組み

である。 SmartPLATON から発注した KinoDen 

電子書籍は、ほぼリアルタイムで利用者サイト

側で閲覧可能となる。 

 

３．KinoDen の今後の可能性 

 以上が今実現している KinoDen の機能的な特

長の主なものだが、加えて近日リリースを計画

している画期的な新機能に簡単に触れておきた

い。 

 

 KinoDen は電子書籍ビューアとして株式会社

インフォシティが提供する「bREADER Cloud」を

採用している。このプロトタイプは「青空文庫」

のビューワーとしてかつて好評を博した

「 bREADER」というアプリなのだが、今回

KinoDen では、新たに同社が開発する「bREADER 

Cloud アプリ」との連携を実装することが決ま

っている。 

 個人向け電子書籍はアプリで閲覧することが

一般的で、ユーザーは、購入書籍を本棚に整理

し、読みながらマーカーを付けたりメモを書き

込んだりといったさまざまな便利な機能を享受

している。翻って図書館向け電子書籍プラット

フォームはどうかと考えると、たとえば

LibrariE では、借りているあいだはその本にマ

ーカーを付けメモを書き込むことが可能だが、 

 

いったん返却してしまうとマーカーもメモも残

らない、という仕様になっている。昨年関西地

方の某大学で行った KinoDen の試読実験におい

ても、「個人向け電子書籍に比べて不便」といっ

た評価も挙がった。さまざまな個人向け電子書

籍がこれだけ普及してくると、「図書館で貸して

いる電子書籍は普段お使いの個人向け電子書籍

より少々不便です」とタカを括っていられる状 

況ではなくなってきているのかもしれない。 

 今回新たに連携する「bREADER Cloud アプリ」

では、KinoDen の電子書籍をマイ本棚に整理し

たり、閲覧時にマーカーやメモを付けたりする

ことが可能になる。マイ本棚に登録した電子書

籍に限った「マイ本棚内全文串刺し検索」も実

現する。また、KinoDen の電子書籍だけでなく、

授業で配られたレジメなどの他の PDF 文書も本

棚に整理することができる。たとえば授業ごと

に教科書や参考書や関連資料を整理しておけば、

予習復習の効率アップといった効果が望めるか

もしれない。 

 本棚登録やマーカー、メモの付与といった個

人向け電子書籍同様の諸機能を実装することは、

KinoDen の電子書籍サービスが、単なる「本を

貸し出す」「本を読んでもらう」役割から、有効

な学習支援ツールに進化する方向へ一歩踏み出

すことに等しい、と考えている。 

  

紙の本をサービスしていただけの図書館では、

貸し出した紙の本が実際にどのように使われる

のかはユーザーに一任されていて、基本的には

図書館の関知するところではなかった。紙から

電子に変われば、ももちろんその本をどのよう 
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に使うかは完全にユーザーの自由であることに

変わりはないのだが、図書館には、その本がど

のように使われたかの情報が、或る程度は個人

情報としても、また何よりビッグデータとして

集積するようになる。たとえば、或る学部の学

生たちから最も閲覧された本がこれで、その 1

冊の中で最も多くのマーカーが付されたのはこ

の部分で、さらに書き込まれたメモはこのよう

な内容である、といった情報は、考えようによ 

ってはその 1 冊をより豊かに読むための支援的 

情報でありうると言えるだろう。 

 さらには、今もあちこちの大学図書館で、シ

ラバスで参考書指定の入った本については複本

で開架の特別コーナーに並べるといったサービ

スが実施されていると思われるが、紙から電子

に変わることで、よりダイナミックなサービス

が実現する可能性が出てきている。たとえば、

或る年度の或る学期に履修者 30 人の授業で参

考書指定された本について、当該学期中に限っ

て同時アクセス数を 30 に増やすオプション契

約を結ぶ、といった対応がすぐに考えらるだろ

う。現状では、履修者 30 人が確実に当該期間中

その本を占有できるための仕掛けや、何より出

版社がそのようなライセンス販売を認めるか、

しかも認めるにしてもいったいいくらの値付け

をしてくるのか、といった点にまだまだハード

ルがあることは確かだ。しかしながらさらに想

像を進めれば、その学期で読むのは 1 章から 5

章までだからその部分だけのライセンスで契約

したい、といった要望にも技術的には応えてい

けるようになるはずなのである。 

学習効果、コスト分担、大学側の予算的制約、

出版社側の商売上の制約、著者の権利、事務コ

スト等々多くの諸課題に対して、さまざまな紙

の本時代のルールを見直し組み替えながら、電

子書籍時代の新たなルールづくりに挑戦するの

も、大変興味深い仕事ではないだろうか。その

仕事は、大学図書館だけでも、研究者（教育者

であると同時に著者としての）だけでも、出版

社だけでも、ましてやプラットフォーム事業者

だけでも、当然ながら全うすることはできない。

あらゆるステークホルダーが、私利私欲に捉わ

れ過ぎることなく、再生産可能性を十分に担保

しながらユーザー価値の最大化を追求する姿勢 

 

で、知恵を出し合う努力が必要だろう。 

  

「そのような領域はもはや図書館の業務を逸

脱している」と考えることももちろん可能だし、

「そのような学習支援的領域へ踏み出していく

ことが図書館の未来をさらに切り拓くだろう」

と考えることもまた可能だ。 

紀伊國屋書店も同様に、売り渡してお仕舞い

の紙の本と本質的に違って、買っていただいた

後の使われ方や効果にまで気を配る必要がある 

電子書籍を図書館向けプラットフォーム事業者 

として本格的に取り扱うにあたって、いわば腹

を括るべき岐路に差し掛かっているのだと考え

ている。 

今後の KinoDen の展開にぜひご注目いただき

たい。 
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本稿は、東京農業大学図書館で 2018 年 11 月

16 日（金）に開催された「第 127 回農学図書館

情報セミナー」での講演「挑戦する世界の図書館

－デジタル社会に生きる人々に貢献できるために」

をまとめたものである。 
筆者は、講演の直前に（2018 年 11 月）に最近

の世界の図書館の新しい動きなどを著作にまとめ

「挑戦する公共図書館: デジタル化が加速する世

界の図書館とこれからの日本」として出版したと

ころであった。 著者は、その中で現代社会が日本

だけでなく多くの国で社会のデジタル化の進展に

より大きく変化していることを、「数年前までは、

電車に乗ると、本を広げて読書をしている人、新

聞を広げて読んでいる人を多く見かけました。し

かし、最近では、・・・年代を問わずにスマートフ

ォンと向き合っている人が多いのに気付かされま

す。私たちが実際に体験している・・・変化は、

始まって 10 年も経っていません。」とこのように

最近の社会の変化について述べている１）。 
また、「携帯型の端末でインターネットにアクセ

スして・・・多くの人とさまざまな交流が可能と

なる状況は、もちろん、日本でだけでなく多くの

国で同じように進展しています。」と述べ、最近起

きている社会のデジタル化の動きが世界の多くの

国で同時期に起きていることを強く指摘している。 
このことは、従来、図書や雑誌などの印刷物と

して出版されてきた多様な情報を収集し、社会と

して利用できるように提供してきた「図書館」の

あり方に大きな変革を迫るものとなっている。 
新刊書の中で「たった 10 年前と比べても、・・・

さまざまな情報の入手の方法が従来の情報の入手

の主要な媒体であった紙に印刷された本や新聞な

どであった時代と、・・・大きく変わっていること

を象徴的に示しており」、このような現象は「わが

国だけで起きていることではない」と述べている。 
海外の図書館がこのような新たなデジタル化の

流れにどのように対応しているかを知ることは、

今後のわが国の図書館のあり方を探る上に大切な

事であろう。 
 

１．図書館はどのように変わってきたか 
 国際図書館連盟（IFLA）は、世界の 140 か国、

1400 以上の図書館や情報サービス機関などが加

盟する世界全体の図書館関連団体である。国際図

書館連盟では世界的に情報環境が変貌するなかで、

最近の図書館や情報サービス機関の変化について

情報へのアクセス、教育、プライバシー、デジタ

ル時代における関係性の構築、デジタル技術変革

などさまざまな視点から毎年分析を行っており、

アジア＆オセアニア、アフリカ、ヨーロッパ、ラ

テンアメリカ＆カリブ諸国、北アメリカなど様々

な地域で起きている新たな傾向やサービスを分析

し、その結果を整理して「トレンド・レポート」 
として発表している２）。 

挑戦する世界の図書館 

デジタル社会に生きる人々に貢献できるために 

Libraries in the World taking on challenges – to contribute people in digital society 

長塚 隆* 
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最新の2018年の世界の国際図書館連盟（IFLA）

の「トレンド・レポート」では、英国だけでなく

多くの国で図書館は分館の整理統合など縮小の傾

向が見えており、これはインターネットなどの拡

大を反映しているものでもあるとしている。しか

し、一方で、コミュニティの文化的な中心のひと

つとして図書館の再生の方向への努力も進みつつ

あり、このような方向を詳しく分析して行く必要

性を指摘している。 
利用者の個人情報の保護など従来印刷物資料で

築いてきた図書館の原則をデジタル化の進展の中

で守ることが難しい面が多くなってきているなか

で、このようなデジタル化の進展によりインター

ネットで提供されるデジタル情報を補完する新た

な役割が図書館に期待されていると言える。 
また、インターネットの時代における地域のコ

ミュニティの新たなあり方を探求する上で、非営

利組織としての図書館は収集している資料や人々

が集まり議論したり懇談する場を提供することで

あらたな地域コミュニティの中心に変化していけ

るのではないかなど様々な視点からの提起がなさ

れている。 
このような社会のデジタル化が進展する環境の

中で図書館は将来とも社会に必要なインフラとし

てどのように姿を変え、再構築できるかが問われ

ている。 
また、図書館は、新たなオンライン教育の提供

者や電子書籍の出版社とどのような新しいパート

ナーシップを形成することができるかも問われて

いるとも言える。 
世界の公共図書館で取り組まれている電子書籍

やデジタルコンテンツなどの貸出しサービスには、

図書館と出版社との間でのデジタル著作権に関す

る新たな関係の構築のために多くの課題があるこ 
とが指摘されており、今後のデジタル化社会での

デジタル著作物と図書館の役割との新たな関係性

の構築は大きな課題となっている。 
  

２．図書館に「メイカースペース」がやってきた 
皆に開かれた物作りを体験したり学習する場と

しての「メイカースペース」は、多くの場合に、

3Ｄプリンターなどを使用した新たな「ものづく

り」の場あるいは動画の編集機材でデジタルコン 
テンツの作成などの創作活動を支援する新たな公 

 
共空間に使用している。 
  図書館に設置されているメイカースペースでは、 
国や地域によっても異なるがデジタルでの創作活

動だけでなく絵本の製作、工芸や美術などの創作

活動を支援する公共空間を併設することも多くな

っており、デジタル技術のみでなく、ソウル市の

広津情報図書館のようにより広範囲な「ものづく

り」を図書館のプログラムに取り入れようとする

試みがなされている１）。   
 メイカースペースは、誰でもが創作活動に利用・

参加できる公共空間の場として、各国の図書館で

も新たなサービスのひとつとして取り入れるとこ

ろが増加している。ここでは、いくつかの事例を

紹介する。 
ドイツのケルン市にある中央図書館はドイツの

公立図書館の中でも 2013 年にメイカースペース

を開始するなど、デジタル化への対応に積極的な

公立図書館として知られている３）。ケルン市の人

口は約 100 万人で、ドイツの中でも大きな都市の

ひとつである。中央図書館では建物のひとつのフ

ロアー全体を「音楽・メディア・メイカースペー

ス」フロアとして、音楽・メディアの提供とメイ

カースペースの提供とを連携して考えていると言

える。 
メイカースペースのサービス内容も３Ｄプリン

ターだけでなく、刺繍用ミシンやＶＲステーショ

ン、さらにゲームコーナーなど多様な年齢層に向

けて、そのサービス内容を工夫していることがよ

く分かる（写真 1）。 

米国のサンフランシスコ市の中央図書館は様々

な新しいサービスに取り組む積極的な図書館とし

てよく知られている４）。サンフランシスコ市の人 

写真 1 ケルン市中央図書館「音楽・メ

ディア・メイカースペース」フロアで共

存する 3Ｄプリンターと音楽 CD 
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口 87 万人であり、ドイツのケルン市などともほ

ぼ同じような人口規模である。中央図書館では

2015 年に 10 代を対象にしたデジタルメディアセ

ンターと学習のための研究室（ラボ）である「The 
MIX」を音楽学校、フィルムセンター、デジタル

教育機関、カリフォルニア科学アカデミーなどの

協力で開始した。米国では「メイカースペース」

の言い方があまり図書館のサービス名としては使

用されず、より特定的なサービス名称を付ける傾

向が高いようである。例えば、ここサンフランシ

スコ市の中央図書館では「The MIX」のサービス

名を使用している。「The MIX」はいわゆる「メ

イカースペース」と同じ内容のサービスと言える。

「The MIX」には専任の図書館員と支援スタッフ

が常駐しており、ゲームや動画の作成や編集など

のためのデジタルメディアセンター、３Ｄプリン

ター・ミシン・ロボット・レーザーカッターなど

「ものづくり」をするコーナー、グループ発表の

コーナーなどが設置されている。特に、10 代の若

者たちの自主的な学びを支援することに、サービ

スの目的と重点が置かれているのが特徴である。 
サンフランシスコ郊外の中小都市にある公共図

書館の多くでも、スマートフォンなどの普及によ

り図書館をあまり利用しなくなっている利用者層

特に 10 代の若者などに向けて、どのようにした

ら再び図書館を利用してもらえるのか、様々に検

討され、新しいサービスとして「メイカースペー

ス」の導入が試みられている。 
例えば、サンフランシスコの東に位置するアラ

メダ郡リバモア市は人口 9 万人弱のそれほど大き

くない近郊都市である。古くはワインの産地とし

て知られていたが、近年はローレンス・リバモア

国立研究所などの研究機関も多くなり、研究や教

育の中心地域に変貌している。リバモア市公共図

書館では、2016 年夏に訪問した時には、若い男性

の図書館員が担当者に指名されたので「メイカー

スペース」のサービスの開始を今準備していると

のことであった。その後、2017 年より幼稚園児か

ら小学 6 年生を対象にした「クリエイト・ラボ」

（創作実験室）をスタートし、評判も良く毎週土

曜日に開催される継続的なプログラムになったよ

うである 5）。リバモア市公共図書館の「クリエイ 
ト・ラボ」では、「ものづくり」のために必要な様々 
な工具を用意しており、織物ステーションにはミ 

 
シン、電気ステーションには LED やバッテリー

などが用意されており、さらに、大きな木製の創

作遊具などが利用でき、ボール紙やパーラービー

ズなどの素材は図書館が用意している。「クリエイ

ト・ラボ」は参加者が自主的に学びを得られるオ

ープンな学習環境でもあり、図書館として多くの

スキルセットを用意している。さらに、専門のボ

ランティアも参加するので、初心者が参加しやす

く、新しい技術を身につけ易くなっている。 
米国中西部にあるオハイオ州中央部に位置する

コロンバス市は人口 86 万人で、サンフランシス

市とほぼ同じ人口規模の都市である。コロンバス

市中央図書館は米国でも代表的な公共図書館のひ

とつである。中央図書館では高校生など 10 代の

若者を対象にしたメイカースペースである「ユー

メディア・ティーンズ（YouMedia Teens）」のプ

ログラムを 2 名の若手図書館員が専任して実施し

ている。パソコンを使用して音楽、ビデオ、デジ

タルアート、写真などデジタル編集技術を、図書

館員が教えたり手助けをするなど 10 代の若者が

技術や知識を身につけやすいよう工夫している。

訪問した日も授業後の高校生が多く訪問して、自

主的に様々なことに取組んでいた 6）。 
リトアニアはバルト 3 国の中で最も大きな国で、

面積は北海道の約 78%で、人口は約 285 万人であ

る。ビリニュスが首都になっている。ビルニュス

にあるリトアニア国立図書館は、2017 年に様々な

「ものづくり」が体験できる児童向けの「メイカ

ースペース」を地階部分に設置し、専任の図書館

員が担当して運営している。児童が音楽などに合

わせて楽しめるリズムスペースもあり、「ものづく

り」とリラックスできる空間が隣り合うように工

夫して設置されている７）。 
隣国の韓国ソウル特別市の広津区は人口約 35 

万人で、ソウル市の中でも峨嵯山と漢江に面した

地域で自然公園や大学も多く、文化的な住宅地と

して知られている。広津区に複数ある公共図書館

は施設管理公団によって運営管理されており、ソ

ウル市内の公共図書館のなかでも社会の変化に対

応して、地域の住民の新たな要望に応えるために

新たなサービスに積極的に取り組んでいる図書館

として知られている。広津区の公共図書館の中心 
になっている広津情報図書館は、地下１階地上５ 
階の図書館棟と映画音楽鑑賞室、創作体験館（メ 
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イカースペース）やレストランなどがある地下２

階地上５階の文化棟から構成されている。創作体

験館（メイカースペース）では、児童の利用者が

自分で絵本を作成したり、年配の利用者が自伝を

作成したりすることを支援する講座を実施、完成

した印刷物は図書館に展示されている（写真 2）。

また、デジタル化のための学習講座などもあり、

完成した作品をインターネットで公開している８）。 
いくつかの海外の公共図書館での図書館として

の新たなサービスである「メイカースペース」に

ついて紹介してきたが、各国の公共図書館ではデ

ジタル化の進展する社会で市民や住民に必要とさ

れ、かつ図書館で取り入れることが可能なサービ

スとして「メイカースペース」が認識され、それ

ぞれの国や地域の実情に合わせて、取り組まれて

いることが分かる。韓国などいくつかの国ではデ

ジタルでの創作活動だけでなく絵本の製作、工芸

や美術などの創作活動を支援する公共空間を併設

することも多く、デジタル技術のみでなく、より

広範囲な「ものづくり」を図書館のプログラムに

取り込む試みがなされている。 
   
３．大学図書館の抱える課題 

大学図書館の役割も図書や雑誌のデジタル化の 
中で大きく変化しており、先進的な大学図書館で

は、学生の主体的な学習の場としてのラーニン

グ・コモンズの場を設定することに留まらず、学 
の学習を支援するための多様な取り組みを実施し 

 
ている９）。 
大学図書館ではコンピュータの図書館内での利

用環境を整備することに中心があった「インフォ

メーション・コモンズ」から学生の多様な学習を

支援する「ラーニング・コモンズ」へと発展して

いる。さらに、先進的な大学図書館では、学生の

主体的な学習の場としてのラーニング・コモンズ

の場を設定することに留まらず、学生の学習を支

援するための多様な取り組みを実施している。ま

た、大学図書館のサービスも印刷体の資料を中心

とするものからデジタル資料の提供へと大きく変

化している。例えば、各大学ごとに自大学の教員

や大学院生などにより発表された論文などのデジ

タル資料をアーカイブして、広く公開する「機関

リポジトリ」などの急速な広がりがある。また、

利用者に学内で入手できる資料を提示できたり、

より広い範囲の学術情報の提供が可能になる「デ

ィスカバリーサービス」や「ウェブスケールディ

スカバリサービス」などが導入されている。また

各大学図書館では、自館で所蔵する貴重書などの

「デジタル・アーカイブ」を作成して公開する試 写真 2 ソウル特別市広津区広津情報図

書館の創作体験館（メイカースペース） 

写真 3 外部から図書館内部が見えるペ

トロナス工科大学図書館 

写真 4 図書館１階にあるロボット体験

コーナー 
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みも拡大している。 
 2018 年夏に訪問したマレーシアのペトロナス

工科大学図書館（写真 3）では、図書館１階で学

生がロボットのプログラミングなどを体験できる

コーナーなども設置されていた（写真 4）。ペトロ

ナス工科大学は 1997 年に設立された新しい私立

大学で、マレーシア西海岸の北部ペラ州に、4km2

の広いキャンパスを有している。石油ガスの国営

会社ペトロナスが設立者で、工学、科学技術分野

の学部・大学院が中心になっており、企業との共

同研究が盛んな大学である。学生は学部生 6,000
人、大学院生 1,200 人で世界 60 か国から集まっ

ている 10)。 
 世界の大学図書館は図書や雑誌のデジタル化に

進展に合わせて、学生や教職員に向けてラーニン

グ・コモンズ、機関リポジトリ、ウェブスケール

ディスカバリサービス、ロボット・プログラミン

グの体験など様々な新たなサービスの提供に取り

組んでいる。今後も、さらに社会のデジタル化へ 
の変化の中で、学生や教職員に向けた新たなサー

ビスの提供が期待されている。 
 
４．滞在型の大規模な公共図書館 
 社会のデジタル化やネッワーク化が進展し、直

接的な会話や交流の機会は減少していると指摘さ

れている。そのような中で、デジタル社会におい

て人々が「滞在」し、お互いに交流できる場を提 
供できる存在として公共図書館が注目されている。  
ここでは、中国の広東省広州市で、2013 年に新

都心開発区文化ゾーンの一角に新規に開館した広

州図書館について紹介する。広東省の省都である

広州市は中国南部における最大の都市で、東京都

の人口を少し上回る 1,404 万人が生活する大都市 

 
圏である。新設された広州図書館は広州市の文

化ゾーンの一角にあり、隣接して広州市博物館や、

オペラハウス、少年宮、都市公園など多様な文化

的な施設が集中する一角にある。広州図書館は、

従来の大型図書館の静的で閉じたイメージから動

的で開かれた図書館になるように設計されている

（写真 5）。 
 広州図書館の延床面積は 9.8 万平方米で、建物

は地下 2 階、10 階の北楼と 8 階の南楼とで構成さ

れている。この規模の大きさは、東京都立中央図

書館が延床面積が 2.3 万平方米で地下 2 階、地上

5 階であり、広州図書館は都立中央図書館の約 4 
倍を超える延床面積になることからも想像できる。 
利用者数も 2016 年で年間 740 万人であり、都

立中央図書館の 2016年利用者数 28万人と比較す

ると、広州図書館の利用者数は 26 倍以上と多く

の人に利用されていることが分かる。 
広州図書館は基本的に開架式の図書館として設

計されており、蔵書数 843 万冊の多くがすべての

利用者が直接手にとって見れるように配慮されて

いる。館内には 4,000 の閲覧席と、705 台の公開

コンピュータが設置されており、来館して様々な

読書や調査などが可能な環境が整えられている。 
利用者数は 2017 年で一日平均で 2.5 万人に達

している。これは、多くの書籍が開架閲覧となっ

ていることや、館内の内部が大変開放的な構造に

なっていることなどにもよっていると考えられる。

このように、広州図書館は大型でかつ市民開放型

の図書館であると言える。実際に、設計に当たっ

ては多くの市民が「生活の一部として楽しく利用

できる」ように開放的でやわらかいデザインを採

用したとされている。また、館内の一部の区画に

は、探す本がどの書棚にあるか RFID の技術を利

用して、利用者を自動的に導いてくれる先進的な

システムが導入されている 11）。 
このように、デジタル社会において人々が「滞

在」し、お互いに交流できる新たな場としての大

規模で「居心地のよい」公共図書館が注目されて

いる。 
 
５．環境やユニバーサルデザインに向き合う公共

図書館 
 現代の社会において様々な公的な機関や組織に

とって、環境問題や障害のある人にどのように対 
写真 5 広州図書館 
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応して行けばよいのかが鋭く問われているなかで、

公共図書館はこれらの課題にどのように積極的に

取り組むかが問われている。 
ここでは、環境の問題に積極的に取り組んでい

るシンガポールの中央公共図書館を紹介する。シ

ンガポール中央公共図書館は国立図書館と同じビ

ル内の地下にあり、公共図書館のすべてが地下階

にある点でもユニークな公共図書館と言える。 
シンガポール中央公共図書館は図書館内に「マ

イツリーハウス」の名称で呼ばれる児童向けの環

境にやさしい公共図書館「グリーンライブラリー」

を、世界でも早い時期にスタートしたことで知ら

る。「マイツリーハウス」では、器具や設備に使用

済みのペットボトルなどをペイントしたものを使

用しており、資源の再利用の考えを強く取り入れ

ている。図書館の入口の屋根は回収したペットボ

トルを組み合わせて、段差や周りの台なども回収

した古材を使用している。また、修復した本棚、

リサイクルしたカーペットや省エネタイプの

LED ランプなどを使用して環境に配慮して運営

されている 12）。 
各国の図書館においてもシンガポールと同様に

環境問題や障害のある人に対応できるユニバーサ

ルデザインの考え方を導入して図書館を設計した

り、運営したりする公共図書館が増えている。 
 
６．24 時間開館する公共図書館 

我が国ではあまり見ることはないが、台湾や中

国では、公共図書館サービスの一部を自動化し、

24 時間いつでも一定のサービスを利用可能にす

る「自助公共図書館」が都市部では広く普及して

いる。これらは、あまりコストをかけないで、よ

り多くの人に図書館サービスを利用してもらえる

ようにする試みとも言える。 
公共図書館の一部を 24 時間対応にして開館し

ている例としては、中国の南部広東省佛山市図書

館新館の建物の一部を 24 時間開館し「自助図書

館」としている例 13）、吉林省長春市中央図書館の

正門わきに別棟として「自助図書館」を建築して

いる例などがある 14）。また、台湾では 10 階建 
て建物の 1 階と 4 階部分が 24 時間利用できる新

北市図書館総館がある。これらの「自助図書館」

では一定の書籍に限定されるが閲覧し、自動貸出 
機で希望の書籍を借出せる。 

  
台湾では台北市の地下鉄駅の構内にある西門知

恵図書館のように、市民が立ち寄って利用しやす

い場所に 24 時間利用（終電まで）が可能な無人

で運用される知恵図書館を設置している。 
中国の北京市などでは図書館の外部に自動販売

機に似た「自助図書館」が設置されている 15）。 
 公共図書館サービスの一部をこのように 24 時

間提供する試みは夜間しか利用しにくい利用者に

とっては大変有益なサービスとなっている。 
 

７．青少年・児童の教育と図書館 
児童や青少年の教育は、次世代の市民を育成し

ていくうえで世界のどの国でも大きな課題である

が、インターネットの急速な普及、デジタル化の

進展、人工知能（AI）の利用範囲の拡大など社会

のあり方が大きく変化しており、社会教育機関の

ひとつである公共図書館への期待も大きくなって

いる。社会のこのような変化に対応できる人材の

育成が重視され、従来に増して学校教育において

変化に対応でき自ら考えられる教育が推進される

時代に、学校外での社会教育や学習の場である公

共図書館が児童や青少年の教育において、学校教

育と連携・補完する役割がより期待されている。 
ここでは、青少年・児童の教育に力を注いでい

るいくつかの国の公共図書館を紹介する。 
リトアニアの首都ビリニュスの旧市街にあるア

ドマス・ミツケヴィチウス図書館は 15－16 世紀

のこの地域の有力者の大邸宅（歴史的建造物）を

修復しながら利用しており、多くの小部屋からな

る歴史的建造物をそのまま利用して、多くの小部

屋を年齢別に利用することで、小部屋からなる歴

史的建造物の良さを逆に生かしている 16）。 
南アフリカのケープタウン市郊外では、経済的

に困難ななかで、小学校の近くにコンテナで図書

室を作り、学校が終わった後の生徒や地域の人た

ちが利用できるようにコンテナ図書室が設置され

ている。 
インドの首都デリーの南部地区サロジニ・ナガ

ル公共図書館は、公務員などが多く住むデリー南 
部地区（ニューデリー）にある地区図書館のひと

つである。子供へのサービスに力を入れており、

コンピュータや児童用の玩具なども用意されてお

り、児童が楽しく時間を過ごすことが出来るよう

に工夫されている 17）。 
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 韓国のソウル特別市恩平区立グサンドン図書館

村は、「本に楽しみ、交流が出来る場所」として地

域のコミュニティーを発展させたいと考える住民

の要望がまとめられ、区の直営ではなく、地域の

住民が中心になった NPO に自治体が運営を委託

して運営されている１８）。児童が自分で様々な活

動に参加できるように工夫して運営されている。 
 このように多くの国で児童や青少年の教育に、

公共図書館は、様々な工夫をして、次世代の市民

の育成に貢献している。 
 
８．電子書籍・デジタルコレクションと公共図書

館 
多くの国の公共図書館が印刷資料だけでなく、  

多様なデジタル資料を収集し提供を開始している。  
これらのデジタル資料は出版社などが販売するデ

ジタル資料を提供するだけでなく、地域の情報や

資料を集めてデジタル化して公開する、いわゆる   

デジタルアーカイブ資料を提供する公共図書館が

各国で増加している。 
より広い範囲のデジタル資料を提供するデジタ

ルコレクションは、今後、公共図書館の新たなサ

ービスとしてさらに提供する範囲を拡大すること

が期待されている。 
例えば、インドのデリー中央公共図書館はデリ

ー地区全体の図書館システムの中心であるが、児

童コーナーでは紙の書籍だけでなく、電子書籍や

デジタルコンテンツをサービスしている 19）。 
また、ドイツのケルン市公共図書館では、電子

書籍だけでなく、電子雑誌、音声読み上げ図書（オ

ーディオブック）、音楽、ビデオ、電子新聞、電子

学習教材など多様なデジタル資料の電子貸出サー 
ビスを実施している。ケルン市公共図書館の電

子貸出のメニュー一覧は、次のようになっている 2 0）。  

 
９．今後に期待される図書館とは 

現在の海外の図書館の様子やどのような新たな 

取り組みをしているかについて知ることは、わが 

 

国の図書館がどのように変わればより多くの利用

者の要望に応え得るのかを考えるためのよい機会

となろう。 

また、自分の関係する図書館を海外や国内で成

功したと言われる単一のモデル、他の国のモデル

をそのまま取り入れてもうまく機能しないことが

多いので、海外での経験をわが国の環境に置き換

えて独自に工夫することが大切である。それらの

ことを踏まえたうえで、世界の様々な国や地域の

図書館について、多面的な角度から光を当てるこ

とにより、必ずやわが国の図書館が目指すべき将

来の方向性を見出せるであろう。 

筆者自身も関わってきた国際図書館連盟（IFLA）

が世界の国々や地域にある図書館とそのサービス

の改善や向上に果たしてきた多くの取組みの蓄積

を学ぶことは、わが国の図書館が目指すべき将来

の方向性を見出すうえで、有益であろうことを確

信している。 
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自 慢 の お 宝 

はじめに 

 明治大学における 70 年余りにわたる考古学研究

の歩みと研究の実績は、明治大学博物館に所蔵（一

部寄託）されている膨大な考古遺物のコレクション

から五件の国の重要文化財が指定された経緯からも、

内外の高い評価を受けているということができる。 

 本論ではまず、2018年5月21日から6月21日に

かけて、明治大学博物館特別展示室で開催した企画

展「明大考古学の過去・現在・未来－モノ学のその

先へ・・・－」にもとづいて作成した解説冊子Ⅰ)の

内容を抜粋しながら、明治大学の研究（以下、明大

考古学とする）の歩みと特色を概観する。次いで、

その過程で研究の重要性や実績の観点から認定され

た国の重要文化財について、考古学上の特色をハイ

ライトして紹介する。 

 

１．明大考古学の発足 

 明治大学では、1950年4月に文学部考古学専攻が

正式に発足した。すでに静岡県登呂遺跡の共同調査

（1947年〜）や群馬県岩宿遺跡の発掘調査（1949・

50年）の実績が、設置への学内的な評価を後押しし

たといってよい。専攻発足時は、後藤守一と杉原荘

介の二名体制で、後藤が主に古墳時代、杉原が旧石

器時代と縄文時代の調査研究を牽引していた。 

 一方、1952年には、杉原が戦前から収集していた

遺物資料を中心とした明治大学考古学陳列館が創設

された。後に、明治大学考古学博物館（1985 年～）

をへて、2004年に学内の刑事博物館と商品博物館と

を統合した明治大学博物館へと展開している。 

 

２．研究の推移 

 1950～70年代の明大考古学の特色は、遺跡の発掘

調査をとおして、日本列島における人類文化の起源、

縄文文化の起源、東西日本弥生文化の形成と展開、

東日本古墳文化の特質など各時代の核心的な研究課

題を取り上げていた点にある。研究方法としては、

石器研究における個体別資料分析に代表されるよう

に、出土資料の徹底した分析により人類史を再構成

する手法に特色があった。1960 年代末から 1970 年

代前半は、大学紛争の影響もあって組織的な発掘調

査はほとんど行われなかったが、1980年代になると

八ヶ岳東南麓における細石器文化などの学際的な組

織的調査も再開された。1990年代後半からは文部科

学省の大型研究助成に支援されたプロジェクト型研

究も組織されるようになっている。 

 

1）旧石器時代の調査と研究 

 明大考古学では、戦後まもない岩宿遺跡の発掘調

査を契機として旧石器時代の研究を大いに推進した。

関東平野や中部高地などで相次いで発掘調査を実施

し、研究の基礎となる旧石器編年の構築を探究した。 

これらの調査によりナイフ形石器→尖頭器→細石刃 
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を中心とした石器群の推移が描き出されてゆく。こ

うして1960年代半ばまでには、今日にいたる編年研

究の枠組みを整備したのである。 

 一方、高度経済成長期には都市部の開発が否応な

く進み、これと並行して発掘調査や遺物分析は大き

な転換を迎える。埼玉県砂川遺跡や神奈川県月見野

遺跡群の発掘調査はその代表である。これらの遺跡

では、石器製作で生じる剥片・砕片を含めた緻密な

分析が展開された。これによって特定の遺跡の石器

製作はもとより、複数の遺跡にわたる旧石器人の遊

動生活の姿が具体的に復元されるなど、旧石器時代

の生活を読み解くための方法が構築されていった。 

 1980年代を迎えると、自然科学を含めた学際的調

査が長野県矢出川遺跡群で実施され、遺跡・遺物と

古環境の関係にも踏み込んでゆく。また、長野県鷹

山遺跡群（1984〜）では黒曜石原産地の探究を進め

るなど、石器石材の獲得から供給に至る流れの復元

に取り組んだ。 

 

２）縄文時代の調査と研究 

 明大考古学における縄文時代研究は、戦後間もな

く最古の貝塚として注目された神奈川県横須賀市に

ある夏島貝塚の発掘（1950・1955）からはじまる。

縄文時代初頭の文化の解明は、時期的に並行する群

馬県岩宿遺跡における最古の人類文化の解明とも密

接に結びついていた。また夏島貝塚の発掘は、夏島

式土器をはじめとする早期前半の土器型式編年の構

築に貢献した。 

 1960年代には、縄文晩期の土器編年の構築を推進

するため、関東、東北地方の晩期の遺跡を精力的に

調査した。この頃、明治・早稲田・慶應の三大学で

研究会が開催され、活発な土器編年研究が展開され

ることで、今日に続く編年が確立した。こうした研

究動向は、1970年代の高度経済成長期に入ると、大

規模開発とともに進められる集落や貝塚の発掘と研

究へと移り変わる。そしてこれらの研究の蓄積はや

がて、縄文文化の地域性を探求する研究として結実

する。「貝塚文化」や「井戸尻文化」といった地域の

特性を指標とした地域文化の実態を提示した。 

 1990年代に入ると、縄文時代の地域社会の実態を

より詳細な手法で検討する遺跡群研究に着手する。 

 

千葉県印旛沼沿岸や東京湾沿岸の貝塚や集落遺跡を 

対象とした学術調査が進められ、資源利用をキーワ

ードとして個別の分析に限定されない学際的な研究

を展開している。 

 

３）弥生時代の調査と研究 

 1947 年からはじまった四ヶ年の登呂遺跡におけ

る弥生時代集落の共同調査が終了した 1951年から、

日本考古学協会に弥生式土器文化総合研究特別委員

会（委員長：杉原荘介）が設置された。これにより

西日本各地の弥生時代前期・中期の遺跡が共同調査

されたのだが、実は杉原が戦前から構想していた弥

生文化の成立と波及のが目的であった。その後、杉

原は東日本各地の弥生時代前半期の遺跡も調査し、

東日本弥生文化の問題を追究した。関東・東北一帯

の調査遺跡の多くは、1963・64年の千葉県天神前遺

跡の調査成果から再葬墓と命名された特異な遺跡で

あった。これらの調査により、再葬墓は東日本弥生

文化を特徴づける墓制と認識される。 

 1983年に杉原が没して以降、明大考古学では弥生

時代遺跡の組織的調査は行われていない。考古学界

全体と同様に、テーマ設定型の研究に移行したとも

いえる。近年では、弥生時代再葬墓造営プロセスの

解明、関東・東北・北海道の弥生時代期土器の広域

編年などを研究テーマとしている。 

 

４）古墳時代の調査と研究 

 明大考古学の古墳時代研究は、専攻開設時の教員

である後藤守一にはじまる。後藤は当時の古墳研究

の牽引者であり、幅広い学識に拠った考証学的研究

を特徴とした。千葉県能満寺古墳（1947年）をはじ

め、静岡県の賎機山古墳・三池平古墳（1958年）な

ど著名古墳の調査を手掛けた。一方、杉原荘介は土

師器の編年研究に関連して、埼玉県五領遺跡の調査

を行っている（1957 年～）。畿内・東海・山陰系の

土器を多く出土する集落跡であり、関東古墳時代前

期の土器研究に大きな影響を与えた。 

 後藤の次代を担った、大塚初重と小林三郎の二人

は茨城県をフィールドとし、前方後方墳の勅使塚古

墳の調査（1961 年）、埴輪生産システムの解明を目

指した馬渡埴輪窯跡の調査（1965年～）などを行っ 
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た。その後、長野県大室古墳群（1984年～）の発掘

を長く手掛け、積石塚を指標とする渡来文化を追究 

した。 

  

３．明大考古学の現在 

 明治大学では、「大学における高等教育の源は研究

にあり」と謳い、大学をあげて研究を推進するため

に「研究・知財戦略機構」を設置している。2018年

現在、考古学分野では黒耀石研究センター（COLS）、

資源資料研究クラスター、国際日本古代学研究クラ

スターの三研究機関が実働している。遺跡の調査研

究はもちろんであるが、先端的な研究課題を前面に

出し、かつ様々な研究手法をとる研究者どうしが協

同して学際的・多角的に人類史を再構成する研究活

動が繰り広げられている。アジアや欧米の研究者・

組織との連携も推進されている。 

 

４．明大考古学が生んだ重要文化財 

１）岩宿遺跡発見の石器文化 

 上述したように、明大考古学の発足に重要な役割

を果たした群馬県岩宿遺跡は、日本列島の人類文化

が、ヨーロッパなどと同じく旧石器時代に遡ること

を発掘調査という科学的な方法によってはじめて証

明した遺跡である 2)。 

 岩宿遺跡は、1946年ごろに地元研究者の相澤忠洋

が岩宿の切り通しの赤土（関東ローム層）の崖面で

石器を採取したことで発見された。相澤が採取した

赤土から出土したという石器に、縄文時代を遡る人

類文化につながる重要性を確信した杉原壮介と芹沢

長介を中心とする発掘隊が、1949 年 10 月に相澤ら

とともに岩宿遺跡から「土器を伴わない石器文化」 

 

の発掘に成功した（写真1）。 

 当時の考古学の定説は、縄文時代を最古の時代で

あるとしていた。縄文時代の集落や貝塚遺跡は地表 

を覆う最上層の黒土に包含され、竪穴住居は赤土（ロ

ーム層）を掘り込んで作られている。したがって、

赤土は縄文時代よりも確実に古い地層であるが、発

掘調査が赤土を掘り下げることはほとんどなかった。

岩宿遺跡でも黒土から縄文時代の土器や石鏃が出土

した。そして、その下の赤土から人工の石器が出土

したことで、岩宿の石器文化が縄文時代よりも古い

ことが立証できたわけである。 

 岩宿遺跡の「赤土を掘る」という常識をうち破る

行動が、日本列島の人類史の視野を一気に氷河期に

まで拡張した（写真2）。この業績により岩宿遺跡は、

1979年に国指定史跡となり、出土した石器の全点は

1975年に国の重要文化財に指定された。 

２）砂川遺跡の石器接合 

 明大考古学の旧石器時代研究で述べたように、

1960年代半ばには、概ね日本列島の旧石器文化の変

遷の大綱が見えはじめ、学界では細かな石器群の時

系列や石器文化の地域性を追究する方向性が見られ 

る。そのなかで、埼玉県所沢市にある砂川遺跡の発

掘は、一つの遺跡から出土した石器を全て徹底的に

分析するという、当時においては画期的な石器研究

法を開発した遺跡として知られている。 

 砂川遺跡は 1966年に A地点、1973年に F地点が

発掘された。現在は当たり前となっている、一遺跡

の石器分布の広がりを明らかにし、石器群の全ての

石器を対象とした石器の接合や個体別資料分析をは 

じめて実践した遺跡である 3)。 

 遺跡に残された人工の石片は、当時の石器製作者 

写真 1 岩宿遺跡出土 打製石斧（左：高さ

9.4 cm）と局部磨製石斧（右） 

写真2 岩宿の赤土を掘る杉原荘介 
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が打ち割ったいくつかの原石に由来している。石器

接合とは、石片を同じ種類の石材ごとにまとめ、打

ち割り面の形や細かな色調などを手掛かりに打ち割

られた順に再び組み立てることである（写真3）。こ

のように同じ石材の母岩から生じた石片の一式を個

体別資料という。 

 石器接合の分析により、まずは石器作りの技術が

高精細に復元できるようになった。そして個体別資

料の分析は、出土した径数メートルの石器分布のま

とまり（ブロック）が、当時の家族を反映するイエ

であり、砂川遺跡では、数軒のイエが石材を共有す

る関係を保ちつつ、一つのムラを構成していたこと

を明らかにした。石器の接合と個体別資料の分析は、

旧石器集団の構成やムラの構造などその後の研究分

野の開拓と推進に大きく貢献した。こうした実績に

より1993年、砂川遺跡A地点・F地点出土石器は一

括して国の重要文化財に指定された。 

 

３）夏島貝塚の撚系文尖底土器 

 明大考古学の縄文時代研究で述べたように、神奈

川県夏島貝塚は 1950年と 1955年に発掘された縄文

時代早期を中心とする貝塚遺跡で、夏島式土器の標

式遺跡である 4)。当時、縄文時代最古とされていた

早期土器編年の解明に大きく貢献した。当時はまだ 

一般化していなかった放射性炭素年代測定を用いる 

 

ことで、夏島式土器の年代が 9,500年前を前後する

ことを明らかにした。これにより、縄文時代の古さ

をめぐる論争が勃発することになる。 

 横須賀市にある夏島貝塚は、当時、米駐留軍の基

地内にあり、基本的に発掘は困難な場所であった。

ところが、考古学研究室の後藤守一、杉原荘介のも

とで日本文化を学んでいた米将校の計らいで、米軍

の協力のもと縄文時代早期の土器研究に重要な夏島

貝塚の発掘が行われた（写真4）。 

 第 1貝層から出土した土器は、夏島式土器と命名

され、早期撚糸文土器の時系列を決定する重要な鍵

となった（写真5）。第1貝層からは、貝類では、マ

ガキ、ハイガイ、魚類では、マグロ、ボラ、クロダ

イ、スズキ、哺乳類では、イノシシ、シカ、イヌ、

ノウサギなど多数の骨資料が出土した。土器のほか

に人工品としては、石鏃、礫石斧、そして釣針をは

じめとする骨角器が多数出土した。出土品は、1998

年に国の重要文化財に指定され、遺跡は1972年に国

指定史跡となった。 

 夏島式土器と一緒に出土した炭化材、カキの貝殻 

を試料としてミシガン大学で実施された放射性炭素

年代測定では、9450±40014C BP、9240±50014C BP の

測定値が得られた 5)。これは、約 3,500 年前と考え

られていた当時の縄文時代の開始年代を大幅に書き

換える数字であったため、これを認めない研究者と

の間で論争がはじまる。その後、列島各地で発掘調

査が進み、早期よりも古い縄文時代草創期の存在が

明らかとなり、放射性炭素年代も事例が増加する。

これにより、夏島式土器の年代は妥当であり、較正 

写真 3 砂川遺跡で復元された石器接合

資料（高さ13.8 cm） 

写真4 夏島貝塚調査風景（米軍将校が参加

している） 
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年代で約1.0万年前であると認められている。 

 

４）出流原遺跡の顔面付壺形土器 

 先の弥生時代研究の歩みでも言及したが、弥生時

代前半期の関東地方では、人が亡くなった後、遺体

を地中などに埋めて骨のみの状態とし、いくつかの

部分の骨を選んで土器に入れて再度地中に埋葬する

「再葬墓」の遺跡が多く見られる。栃木県佐野市の

出流原（いずるはら）遺跡は、紀元前 3世紀頃の代

表的な再葬墓遺跡として知られ、37基の墓から 100

点あまりの納骨用の土器が発見された 6)。出土した

土器群の一部と墓に供えられた首飾りのビーズ（碧

玉製管玉）が国の重要文化財に指定されている。 

 これらの墓のうち、第 11号墓壙からは 11点の土

器が出土した（写真 6）。最大 51 ㎝に達する大型の

土器群だけでも注目に値するが、ひときわ異彩を放

っているのが完全な形で出土した顔面付壺形土器で

ある（写真7）。高さは21.6㎝あまりで同じ墓から 

出土した土器のなかでは最も小さいが、壺の注ぎ口

を直角方向に曲げ、周囲に耳・鼻をつけて顔を表現

している。耳たぶにあたる位置には耳飾り用の穴が、

鼻先には小さな鼻孔が開けられている。目はないが、

鼻や耳の様子から、人を象ったものとみてよい。ま

た、頭頂部には鼻から連続するトサカ状の突起が後

頭部にまで及んでいる。これは、西日本の人形土製

品にも見られ、集落祭祀におけるシャーマンの鳥装

を表現しているとの指摘もある。 

 こうした壺は極めて数が少なく、穀物を貯蔵する

機能をもつ壺に人物表現を加えた特別な土器と考え 

 

られることから 7)、単なる骨蔵器ではなく集団のシ

ンボルであった可能性がある。 

 

５）三昧塚古墳の甲冑 

 古墳時代は鉄製の武器や武具が普及した時代であ

る。特に 5世紀になると大量に生産され、豪族や有

力者の墓である古墳に副葬品として盛んに納められ

るようになる。霞ヶ浦の北辺にあたる茨城県行方市

の三昧塚古墳は、5 世紀末～6 世紀初頭の全長 90m

の前方後円墳で、1955年に堤防建設の土取り工事で

破壊されていたところ、行政が介入し緊急調査によ

って救われた古墳である（写真8）。埋葬施設は未盗

掘の石棺で、馬の飾りがついた金銅製の冠をはじめ、 

数百のガラスのビーズからなる首飾りや青銅鏡、鉄

製武器や武具が発見され 8)、関東を代表する古墳の

一つとして知られている。 

 この古墳で注目されたのは、多数の副葬品と人骨 

写真6 出流原遺跡第11号墓壙の出土状況（中

央上が顔面付壺形土器） 

写真7 出流原遺跡出土 顔面付壺形土器 

写真 5 夏島貝塚出土 夏島式尖底撚糸文

土器 
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が納められた石棺の隣から、さらにおびただしい数

の武器・武具・馬具を収納した副葬品用の箱（発掘

時は残存していなかったが、箱状のものに入れられ

ていたと想定されている）が出土した点である。こ

うした大量の武器・武具をもつ古墳は関東では少な

く、三昧塚古墳の被葬者が関東でも屈指の勢力を持

つ首長であったことがうかがえる 9)。この副葬品箱

から発見されたのが、鉄製の衝角付冑（しょうかく

つきかぶと）と横矧板鋲留短甲（よこはぎいたびょ

うどめたんこう）だ（写真9）。いずれも鉄板を鋲（リ

ベット）でつなぎ合わせたタイプの武具で、近畿で 

生産・配布されたものである可能性が高い。特に短

甲は高さ約50㎝の大型品で、右脇の金具には金銅の

装飾が施されるなど、関東出土の短甲のなかでも優

品である。このほか、当時としては最新式の小札を 

 

綴じ合わせた鎧（小札甲）も石棺内から出土してお

り、少なくとも二領分が存在したことがわかってい

る。これらは、水戸市の茨城県立歴史館収蔵の冠や

鏡など他の副葬品とあわせ、一括で国の重要文化財

に指定されている。 
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１. はじめに 

 専修大学の前身である専修学校は、1880年９

月、４人の若者によって京橋区木挽町（現在の

中央区銀座）に創設された。創立者の相馬永胤

（そうまながたね）、田尻稲次郎（たじりいなじ

ろう）、目賀田種太郎（めがたたねたろう）、駒

井重格（こまいしげただ）は、元号が明治とな

って間もない時期に、アメリカのコロンビア大

学、イェール大学、ハーバード大学、ラトガ－

ス大学に学んだ人々だった。 

留学先で当時の先進的な施設・設備に日常的

に触れた彼らは、その体験を通じて日本の近代

化と教育、そして図書館の重要性について深く

認識するに至った。目賀田は文部省に宛てた文

書の中で、アメリカの図書館を「盛大にして、

其の組織の完備せるは、実に感服の至り」と評

したうえで、「文明と教育、教育と図書館を連想

するの時、我が日本に於いても大いに図書館を

起こすの必要あるは、敢て多言を俟たない」と

述べている。 

こうして留学帰りの若者たちによって創設さ

れた専修学校では、創立 30周年を契機に、４人

の創立者のうち２人の還暦を祝して建設された

相馬田尻記念文庫を拡充する形で、1912年９月

に図書館が創設された。以後、関東大震災や戦

火などの幾多の困難やキャンパスの変遷を経て、

今日に至っている。 

 

２. 専修大学図書館本館の概要 

現在、専修大学は、神田神保町の神田キャン

パスと川崎市多摩区の生田キャンパスに２館ず

つ図書館を持っている。神田キャンパスには神

田分館と法科大学院分館、生田キャンパスには

生田分館と本館がある。蔵書数は４館合計で約

190 万冊である。本稿では生田キャンパスの本

館を紹介したい。  

本館は、専修大学生田キャンパス９号館（120

年記念館）の４階、３階、中３階、２階に設け

られている。オープンは 1998 年４月、総床面積

は 17,420㎡と旧来の生田本館（現・生田分館） 

専修大学図書館本館＊ 
 

Senshu University Main Library 
 

写真１ 大正５年ごろの図書館閲覧室と書庫 
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と比べて３倍以上に拡張された。本館建設の背

景には書庫の狭隘化がある。旧本館も、収蔵冊

数は 30 万冊と、年間受入冊数が数千冊程度であ

った 1969 年の開館当時としては十分な規模を

確保していた。しかし、その後 30年の間に、年

間受入冊数が当初の予想をはるかに上回るスピ

ードで増加したことで狭隘化が深刻化し、資料

の学外保管を余儀なくされるなどの状況にあっ

た。より多くの資料を収蔵できる図書館の建設

が待ち望まれていたのであった。こうしてオー

プンした現在の本館における資料の収容規模は、

約 180 万冊と、大幅に拡張されることとなった。

閲覧席数は約 830席で、2017年度の利用状況は、

285日の開館日数に対して、入館者数は 398,544

名と、１日に延べ 1,400人ほどが利用している。

館外貸出冊数は約 75,000 冊、文献複写数は約

28万枚である。 

 

３．フロアの紹介 

１）３階 

①ブラウジング・プラザ 

 ９号館（120 年記念館）３階へエスカレータ

ーで上がると、すぐ右手にブラウジング・プラ

ザが広がっている。入館ゲート外であり、他の

講義棟への通路上に位置するため、休み時間や

授業のない時などに気軽に利用できる空間にな

っている。壁面のマガジンラックには国内外の 

 

一般誌やタウン誌が並び、ソファでくつろぎな

がらの閲覧が可能である。雑誌のほか、最新２

か月分の国内の新聞も置いているため、地域住

民の方の利用も度々見かける。ブラウジング・

プラザでの保管期間が過ぎた新聞は縮刷版を館

内に配架している。ソファとテーブルの開放的

な空間の奥には、磨りガラスの仕切りで４室に

区切られた学習室があり、学生の学習スペース

として役立っている。 

②カウンター 

 ブラウジング・プラザの反対側には、カウン

ターと入退館ゲートを設置している。学生証ま

たは利用カードの磁気ストライプをゲートの読

み取り部に通し入館できる。入館ゲート、退館

ゲートは共に車椅子が通れる広さを確保してお

り、バリアフリーの配慮がある。カウンターの

一部はゲートの外にあるため、入館しなくても

図書の返却ができるように設計されている。返

却は本館・生田分館・神田分館いずれの館のカ

ウンターでも可能であり、閉館している場合で

も各図書館入口にある返却ポストが利用できる。

その他、資料の貸出、グループ閲覧室の利用申

込みなどを受け付けている。 

レファレンスカウンターでは、調査・研究の

ために必要な図書資料や情報を入手するサポー

トを行なっている。必要な文献が本学の図書館

に所蔵されていない場合は、他大学・他機関へ

の文献複写依頼、図書借用依頼、紹介状の発行 

写真２ 生田キャンパス９号館（120 年記 

念館） 

写真３ ブラウジング・プラザ 
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等を手配している。 

③情報検索コーナー 

入館ゲートを通ると、資料を探すための OPAC

端末や情報検索用端末を設置している情報検索

コーナーがある。情報検索コーナーは３階と４

階に設けられており、３階情報検索コーナーに

は OPAC 端末 11台、情報検索用端末 21台、４階

情報検索コーナーには OPAC端末４台、情報検索

用端末 12台を設置している。OPAC用の端末は、

情報検索コーナー以外の館内各所にも設置して

おり、資料検索に活用されている。 

また、科目の理解を深めるための教員推薦図

書を壁面の書架に配架している。ゲートからも

よく見える位置であり、学生の目に留まるよう

に工夫している。この資料は OPACの「教員推薦

図書検索」で教員の名前から検索することがで

き、授業理解の助けとなっている。 

 

 

 さらに、入館すると真正面に位置する展示ス

ペースでは、様々なテーマの展示が行われてい

る。ゲートや貸出カウンターが近いことから、

通りがかりの学生が本を手に取ってくれること

も多い。 

④第１開架閲覧室 

 第１開架閲覧室には、０～３類の学習用和図

書と参考図書、新着図書、教員著作図書などを

配架している。対面に仕切りのあるキャレル、 

写真４ カウンター 

写真 5 情報検索コーナー 

写真 6 教員推薦図書 

写真 7 展示の様子 

写真 8 第１開架閲覧室 
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ゆったりと使える４人掛け机と多様な閲覧席を

配置しており、また、５席ある学生用個人キャ

レルは四方を囲まれた空間が集中できると評判

で、開館間もなくから閉館間際まで研究や試験

対策などに活用されている。 

⑤グループ閲覧室 

 グループ閲覧室は、第１閲覧室内にある話を

しながら学修ができるスペースである。グルー

プ閲覧室 A、B、C の３室あり、可動式の机・椅

子、ホワイトボードを使って 10 名から 30 名の

規模でグループワークをすることができる。自

由に利用ができるスペースだが、授業やゼミ、

グループで部屋を貸切で利用したい場合にはカ

ウンターで手続きをすることで予約が可能であ

る。また、2018年度より導入したインタラクテ

ィブプロジェクターの貸出も行っている。 

⑥特別書庫 

 専修大学では、フランス革命期の資料コレク

ションであるベルンシュタイン文庫をはじめ、

江戸期戯作コレクション（向井信夫文庫）、蜂須

賀家旧蔵本など和洋様々な貴重書を所蔵してい

る。貴重書は温度、湿度等が保たれた特別書庫

にて保管している。図書館では春と秋に企画展

を行っており、これらの機会に普段はなかなか

見ることのできない貴重な資料が展示される場

合も多い。企画展には毎年、学内外から多くの

方が訪れている。 

 

 

２）４階 

①第２開架閲覧室 

４階には４～９類の学習和図書と新着雑誌、

新聞縮刷版、文庫、新書など多様な資料を配架

している。文庫・新書コーナーでは岩波新書、

朝日選書、中公新書、講談社現代新書などのほ

か、Mayflower Books や Penguin Books など外

国語の多読用図書も揃えている。多読用図書は

紙媒体だけでなく、電子ブックでも利用ができ

る。 

②新着雑誌コーナー 

最新号～約３年以内に発刊された雑誌を２種

類の書架に配架しているコーナーである。「雑誌

(雑誌架)」ではビジネス誌や専門誌に特化した

商業雑誌を置き、蓋つきのマガジンラックで最

新号が見えるように配架している。「雑誌(書架)」

には学術雑誌を配架し、資料が探しやすいよう

に請求記号が記載された黒いパンフレットボッ 

クスの中に入れている。 

写真 9 グループ閲覧室 

写真 10 第 2 開架閲覧室 

写真 11 新着雑誌コーナー 
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③アクティブラーニング・プラザ 

 アクティブラーニング・プラザはエリア全体

が話をしても良いスペースになっており、自由

な学びを創造できる学修空間になっている。机

と椅子、ホワイトボードは可動式であり、図書

館の資料やパソコンを持ち込むこともできるた

め、グループワークやプレゼンテーションの練

習をしている姿をしばしば見かける。グループ

閲覧室と同様に貸出を行っているインタラクテ

ィブプロジェクターは頻繁に貸出されており、

学生たちの学修に積極的に活用されている。 

視聴覚資料も充実しており、１人用～６人用の

DVD の視聴ができるブースや、CD を聞くための

リスニングコーナーを設けている。休み時間や、

勉強に疲れたときの息抜きに来る学生も多い。 

 

 

 

 

３）２階および M３階書庫 

① ブルー区画、イエロー区画、ピンク区画 

 ２階は図書資料、M３階には雑誌のバックナン

バーが配架されており、さらにそれぞれブルー

区画、イエロー区画、ピンク区画と３つに分け

られている。ブルー区画には和図書および和雑

誌バックナンバー、イエロー区画には洋図書お

よび洋雑誌バックナンバー、ピンク区画には中

国語図書・雑誌、朝鮮語図書・雑誌および個人

文庫コレクション（M３階)を配架しており、色

分けが、多数の資料の中から目当ての資料へた

どり着くための道しるべとなっている。書庫と

はいえ開架式であるため、教職員はもちろん、

大学院生、学部学生、その他利用者であれば誰

でもアクセス可能であり、ほとんどの図書が開

架式という利便性の良さが本学図書館の大きな

特徴である。 

 

写真 12 アクティブラーニング・プラザ 

写真 13 充実した視聴覚資料 

写真 14 視聴ブース 

写真 15 電動書架 
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② 電動書架（M３階） 

雑誌のバックナンバーを配架している M３階 

は、多数の資料を収納するため、電動集密書架

が設置されている。３階や４階と比べて静かな

フロアであるため、各区画にあるキャレルは自

習するスペースとしては最適である。 

 

４．学生ボランティア 

 図書館におけるピアサポーター制度の実現に

向けて、2016 年度より学生ボランティアが図書

館での活動を開始した。主な活動として 2016 年

度は選書ツアー、2017年度は館内ツアーを行っ

た。2018 年度は「館内整備」、「業務サポート」、

「展示」の３つの班に分かれて活動している。 

 館内整備班では、机の上に消しゴムのカスが

散らかっている問題について提起し、10月に紙

製の入れ物を机やキャレルに設置した。利用者

も増えてきており、消しカス以外のごみについ

ても捨てる、机を綺麗に使うといった意識改革

のきっかけになっている。 

11 月からは情報検索コーナー前に「Compass 

サポートデスク」が設置された。司書課程を履 

 

 

修するなど図書館の業務に興味がある学生たち

が、書架案内や OPAC の利用サポート等図書館内

で困っている学生たちの手助けをしている。ま

た、サポートデスクはレファレンスカウンター

から見える位置にあるため、学生たちでは対応 

しきれない質問が寄せられた場合には、すぐに 

写真 16 キャレル席 

写真 17 学生ボランティア ロゴデザイン 
 

写真 18 消しカス入れ 

写真 19 
消しカス入

れ設置開始

ポスター 
 

写真 20 Compass サポートデスク 
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レファレンスへの誘導ができるようになってい

る。 

 展示は継続して行ってきた活動であるが、３

つの班に分かれたことで、メンバーは展示に集 

中することができた。冬期休暇に向けた展示「紅

白読書合戦～あなたはどちらを応援する？～」

では、図書を紅組（海外作品）と白組（国内作

品）に分け、読んで面白かった本や、気になっ

た本に投票をしてもらうという新しい試みを行

なった。本の紹介文をカラフルな POPにしてお

り、興味深そうに立ち止まって見ている利用者

も多く見受けられた。 

学生の視点で学生主体の活動は図書館サービ

スの向上に繋がるものである。今後も学生ボラ

ンティアと共に、様々な活動を継続的に行って

いく予定である。 

 

 

 

５．おわりに 

専修大学図書館の利用者数は、残念ながら長

期的に伸び悩んでいる傾向にある。技術革新が

急速に進展し、情報化の波が日々の生活の中で

溢れるように押し寄せる中で、図書館に行かな

くてもネット検索すれば容易に必要な情報が得

られる環境があることが影響していると考えら

れる。 

ネット上には正しいことばかりではなく、フ

ェイクニュースに象徴されるような不正確、不

適切な情報も溢れている。物事の真偽を見極め

る目を養うためには、深い教養を身に付け、常

日頃から様々な手段を駆使して調べるというこ

とを習慣付ける必要がある。図書館は、学生時

代に最も身近にある「知の泉」であり、書物だ

けではなく、日常のネット環境では得られない

データベースや様々なリソースが提供されてい

るが、そのことに関しての認識が学生たちに今

ひとつ実感してもらえていないことが悩ましい。 

専修大学は、2020 年に神田キャンパスに新学

部の設置と商学部の移転を予定しており、その

ための学修環境の整備が現在急ピッチで進めら

れている。その一環として九段下駅近くの靖国

通り沿いの新校地に 16 階建ての高層新校舎を

建設し、2020 年４月からの運用開始を予定して

おり、13 階と 14 階には、新たな図書館を開館

することが計画されている。２フロアを図書館

スペースとして利用するとはいえ、蔵書として

収蔵できる規模は生田キャンパスに比べれば限

定的であり、限られたスペースを有効に活用す

るために、資料については紙と電子のハイブリ

ッド化の実現が不可避である。 

生田・神田キャンパス共通の課題であるが、

訴求力をもって学生に図書館に興味を持っても

らい、足を向けてもらえるためにはどのような

取り組みが有効であるか、今後とも利用者教育

の充実を中心に据えて模索して行く必要性を感

じている。 

写真 21 展示の様子 

写真 22 投票企画 
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【地すべり防止施設「集水井しゅうすいせい」

の新たな補強工法を開発- 老朽化した集水井

を容易・迅速に補強 -】 

 集水井は、地すべり面付近の地下水を排水し、

地すべりを抑止するための水抜き井戸。農地関

係の地すべり防止区域 2)は全国で 1,975箇所が

指定されており、その多くに集水井が設置され

ている。全国には 11,000 基以上の集水井がある

と推定されており(2012 年時点、主要メーカー3

社分の合計、農林関係以外のものも含む)。集水

井の中には設置から 50 年以上経過したものも

あり、老朽化による腐食や損傷等が進行。ライ

ナープレート製の集水井は内部が腐食しかつ鋼

部材が入り組み、作業スペースが限られる。集

水井の内部構造は複雑であり、その腐食や損傷

の程度はどれも異なる。このような個々の集水

井によって構造や老朽化の程度が大きく異なる

ため、それらを補強するための一般的な工法は

確立されていない。今回、農研機構と共和コン

クリート工業(株)、芦森工業(株)、芦森エンジ

ニアリング(株)は共同で、集水井を容易・迅速

かつ安全に補強できる工法を開発。本工法では、

集水井の内側に軽量な鋼製リングと型枠を組み

立て、集水井と型枠との間に高流動モルタルを

流しこみ、鋼製リングとモルタルが一体化した

モルタル内巻を造ることにより、集水井を補強

する。部材が軽量のため、運搬・設置が手作業

で行うことができ、狭隘で作業が困難な集水井

の中でも短期間に施工ができる。また、ライナ

ープレートの内側に内巻が追加されるため集水

井の強度や耐久性が向上する。今後、使用材料

の見直し等を行いさらなるコストダウンを図る

とともに、搬入道路が無い難アクセス集水井に

対しても補強が行えるように工法の改良を進め

て行く。 

情報源：農研機構農村工学研究部門（プレス

リリース） 

2018 年 10 月 9 日 

【閉鎖循環システムを用いてサツキマスの採

卵に成功-海水養殖に適したマス類の育種が可

能に-】 

 近年、日本各地でニジマス等のマス類の海面

養殖が、水温の低い冬期を中心に盛んに行われ

ている。この養殖では、種苗を淡水から、成長

の良い海水へ移して育てるため、海水への適応

能力が高い養殖用種苗の安定供給が強く望まれ

ている。この課題を解決するためには、海水移

行後の生き残りが良い魚を、再び淡水に戻して

成熟・産卵させるというサイクルを繰り返す選

抜育種を行う必要がある。さらに養殖用の種苗

としては、海水中での成長が良いものを選抜す

ることも重要。しかし、海水で飼育したマス類

を淡水域へ持ち込むと、魚体を介して海域由来

の感染症を淡水域へ持ち込む懸念があることか

ら、海水適応能力の向上を目的とした選抜育種

の障壁となってきた。水産研究・教育機構瀬戸

内海区水産研究所では、海水生活を経験するマ

ス類の実験モデルとして、中部日本以西に生息

す る ア マ ゴ の 降 海 型 で あ る サ ツ キ マ ス

（Oncorhynchus masou ishikawae）を対象に、

2017 年 5 月から閉鎖循環システムを用いた親

魚養成および種苗生産試験を試みた。試験では、

冬期に海水飼育したサツキマスを、5 月に閉鎖

循環システム水槽へ移送して、海水から淡水環

境へと馴致し、淡水での飼育を継続した。約半

年を経た 10 月には、成熟魚から人工授精によ

り受精卵を得ることができ、2018 年 1 月から孵

化した種苗の飼育を開始した。この飼育方法で

は、海水で飼育されたマス類を淡水域のふ化場

等へ移動させる必要がないので、海水由来の疾

病を淡水域へ持ち込む心配がない。今回の技術

によって、マス類の育種研究が進められ、海水

での養殖に適した品種の作出や種苗の安定供給

への寄与が期待される。 

情報源：国立研究開発法人水産研究・教育機

構瀬戸内海区水産研究所（プレスリリース） 

平成 30 年 10 月から 12 月に発表された図書館員に役立ちそうな情報を掲載します。業務の一

助にお使いください。記事の情報源はそれぞれの項目ごとに明示してあります。 
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2018 年 10 月 12 日 

 

【森の果実の豊凶が鳥のタネまきを左右する 

―動物による種子散布メカニズムの一端を解

明―】 

 自分で動くことのできない植物は、果実をエ

サとすることで鳥や獣などにタネをまいてもら

っている（種子散布）。しかし動物の行動は複雑

なため、実をつけてもまいてもらえないときも

少なくない。どのような仕組みで種子散布の成

否が決まるのか。京都大学生態学研究センター

らの研究グループは、森全体の果実の豊凶が鳥

による種子散布を左右することを明らかにした。

本研究グループがブナ林において、鳥が種子を

運んだ割合や距離をいろいろな樹木（木本性つ

る植物を含む）で 3 年間にわたって調べたとこ

ろ、森全体の果実量が多い時ほど鳥が種子を運

ぶ割合が低くなること、また種子を運ぶ距離が

短くなることが分かった。これは、果実が多い

と食べ残しが増え、果実を探して移動する距離

が短くなるためだと考えられる。また、森全体

の果実量が同じ場合は、渡り鳥のほうが定住性

の鳥よりも種子を遠くに運んでいることも示唆

された。本研究から、森の果実の豊凶が鳥の行

動を変化させることで種子散布を促進している

こと、また鳥の種類によって種子散布に果たす

役割が異なる可能性が示された。 

 情報源：京都大学生態学研究センター（プレ

スリリース） 

2018 年 10 月 15 日 

 

【端境
はざかい

期向けかぼちゃ新品種「おいとけ栗たん」

- 長期間貯蔵してもホクホクして美味しく、収

穫しやすい -】 

 国内産かぼちゃの供給がとても少ない 12 月

～5 月の端境期においては、海外から輸入され

たかぼちゃで国内市場が占められている。その

ため特に国内のかぼちゃの加工業者から、端境

期に原料を入手できる優れたかぼちゃ品種の育

成が強く求められてきた。農研機構は(株)渡辺

採種場と共同で、収穫後の貯蔵性が高く、端境

期に出荷できるかぼちゃ新品種「おいとけ栗た

ん」を育成。「おいとけ栗たん」は、糖度が高く 

 

ホクホクとした食感(粉質)で、加工適性も高い

品種。北海道などの春播き露地栽培、本州、九

州地域等の抑制栽培を経て秋から冬に収穫後、3

ヶ月程度貯蔵しても品質が落ちないので、リレ

ー出荷により端境期の数ヶ月間供給が目指せる。

また濃い黄色で明るい色調のため見栄えが良く、

ペースト加工などの原料用や貯蔵しながらの青

果販売に最適。さらに「短節間性」であること

により密植栽培が可能で、側枝が少なく株元に

着果するので整枝・誘引の手間が省け、果実が

広範に存在しないことによる収穫作業の省力化

が図れるので、低コスト栽培に挑戦する生産者

にとってもメリットのある品種。本品種の利用

により、国内産かぼちゃが不足する冬から春に

かけて、品質の良い美味しく、加工にも適する

かぼちゃが生産できることで、年間を通しての

国産かぼちゃの供給が可能となる。 

 情報源：農研機構北海道農業研究センター（プ

レスリリース） 

2018 年 10 月 23 日 

 

【精神的ストレスは腸管上皮の糖鎖構造を変

化させる- マウスで確認、腸内細菌−腸−脳相関

のメカニズムの解明に活用 -】 

 精神的ストレスは消化管の機能に悪影響を 

もたらすと共に、腸内細菌叢を変動させること

がよく知られている。逆に、腹痛などの腸管の

不快な感覚や、特定の腸内細菌の産生する代謝 

産物の刺激は脳に伝達され、ストレスの症状を

さらに悪化させる(腸内細菌−腸−脳相関)。今回

の研究では、精神的ストレスの指標として、腸

管上皮細胞の糖鎖に着目。腸管上皮細胞は表面

に様々な糖鎖を発現している。この糖鎖は、腸

内細菌や食品成分が腸管上皮細胞に付着する部

位を提供している。糖鎖を網羅的に解析するレ

クチンマイクロアレイ技術を用い、マウスの腸

管上皮細胞の糖鎖を解析した結果、精神的スト

レスのマウスモデルである社会的敗北ストレス

の負荷により、末端にフコースが付加された糖

鎖(フコシル化糖鎖)が減少することを明らかに

した。フコシル化糖鎖の変動は腸内細菌叢の変

動をもたらすことから、本研究の成果は、腸内

細菌−腸−脳相関のメカニズムの解明につながる

と期待される。 
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情報源：農研機構畜産研究部門（プレスリリ

ース） 

2018 年 10 月 24 日 

 

【東アジアには「生きた化石」が気候変動を生

き延びられる安定した逃避場所があった】 

 東アジアには、イチョウやメタセコイア、コ

ウヤマキ、カツラといった、「生きた化石」とも

呼ばれる、古第三紀・新第三紀（約 6600～260

万年前）や、それよりも古い時代の北半球に分

布を広げていた植物（以下、遺存植物）が数多

く生き残っている。しかし、これらの植物が、

どのような生態学的・気候学的な条件の地域で

生き延びてきたのかは明らかになっていなかっ

た。雲南大学らの国際研究グループは、遺存植

物の現在の分布情報を収集し、地図上で可視化

した。その結果、中国南西部～ベトナム北部か

ら日本中部にかけての湿潤な亜熱帯・暖温帯域

を中心に、遺存植物が分布していることが明ら

かになった。さらに、中国南西部～ベトナム北

部は、第四紀（約 260 万年前以降）の気候変動

下でも、遺存植物の生育にとって安定した逃避

場所となっていた可能性が高いことが初めて示

された。また、将来の気候変動による影響を予

測したところ、中国南西部を中心とする東アジ

アの亜熱帯・暖温帯域が遺存植物の逃避場所と

して機能し、保全上重要な地域であることが示

された。 

 情報源：千葉大学園芸学研究科（プレスリリ

ース） 

2018 年 10 月 26 日 

 

【茎葉収量の高いイネ WCS用品種「つきことか」 

-「たちすずか」より 2～3 割茎葉収量が高く、

晩植栽培にも適する-】 

 牛の飼料として用いられるイネ WCS は、水田

を有効活用できるイネの利用法として注目され

ている。通常のイネは、牛にとって消化性が悪

い籾の割合が多く、またサイレージ調製に必要

な糖の含有率が低いことが問題。農研機構は

2010 年に、穂に比べて茎葉の割合がきわめて大

きく、糖含有率が高い WCS 用品種「たちすずか」

を育成し、さらに 2016 年には「たちすずか」に

縞葉枯病抵抗性を付与した「つきすずか」を育 

 

成した。両品種はイネ WCS 用品種として関東以

西の広い地域で普及が進んでいる。一方、生産

現場からは「たちすずか」よりさらに茎葉収量

が高く、また、麦の後作や作業分散を目的とし

た晩植の場合に「たちすずか」で発生する籾の

割合が増えるという問題を解決する新品種を望

む声が挙がっていた。今回、育成した「つきこ

とか」は茎葉収量が「たちすずか」より 2～3

割高く、晩植栽培でも籾の割合が増えない点が 

特長。糖含有率は 16%程度と「たちすずか」同

様に高く、良質のイネ WCS が生産できる。とく

に晩植栽培での籾割合の増大が問題となる、暖

地・温暖地の稲麦二毛作地帯への普及を見込ん

でいる。「たちすずか」又は「つきすずか」と組

み合わせて作付けすることで、移植期の拡大と

収穫作業が分散でき、良質な飼料の増産が図れ

る。 

情報源：農研機構西日本農業研究センター（プ

レスリリース） 

2018 年 11 月 1 日 

 

【水中で 50 年経過した遮水シートの耐久性を

確認- 実用環境下での曝露試験に基づく検証 

-】 

水路や貯水池など、農業に欠かせない水を貯

留し、送配水する農業水利施設の中には、遮水

シートが利用されているものがある。遮水シー

トには水を止める(水密性)役割がある。しかし、

実用環境下で長期間曝露した場合の遮水シート

の耐久性については、十分なデータが整理され

ていなかった。農研機構は、主に欧米諸国を中

心として用いられていた合成ゴム系の遮水シー

トを、1967 年に日本国内で初めて、農業用貯水

池の遮水材として使用する実証試験を開始した。

設置後 50 年を経過した 2017 年に、この貯水池

から採取した、貯水池底面の遮水シートの引張

強さ、破断時伸び、引裂ひきさき強さなどを分

析した。その結果、遮水シートの各種物性は、

水中に存在していれば、50 年を経過しても初期

値の約 8 割程度を保持していることを明らかに

した。遮水シートは、農業用貯水池などのほか、

廃棄物最終処分場などにも利用されている。今

回の実証データは、全国で利用されている遮水

シートの耐久性設計の基礎資料として用いるこ 
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とができ、施設の維持管理や補修時期の判定な

どに幅広く活用できる。 

情報源：農研機構農村工学研究部門（プレス

リリース） 

2018 年 11 月 1 日 

 

【コラーゲンの糸で腹膜炎と腸管の癒着を簡

便に予防する方法を開発 】  

佐賀大学 医学部および農研機構 生物機能利 

用研究部門からなる研究グループは、絆創膏型

の人工皮膚、貼付型の食道狭窄防止用コラーゲ

ンビトリゲルパッチの開発経験から、創部への

留置が簡便で密着性に優れる糸状のコラーゲン

ビトリゲルを着想し、医療用ブタ皮膚由来アテ

ロコラーゲンを原料とする糸状のアテロコラー

ゲンビトリゲルを開発した。実験的腹膜炎動物

を用いて治療効果を非治療群、ゲル状のコラー

ゲンと比較したところ、非治療群では高度の腹

膜炎、腹膜線維化、腸管癒着が生じた。ゲル状

のコラーゲンでは腹腔内での炎症、線維化、腸

管の癒着に対する抑制作用が短期間のみ認めら

れたが、糸状アテロコラーゲンビトリゲル治療

群では長期間に渡る抑制効果が認められた。 

 情報源：佐賀大学医学部（プレスリリース） 

2018 年 11 月 6 日 

 

【ICT を活用した圃場-水利施設連携による 効

率的な配水管理制御システムを開発 】 

 パソコンやタブレット端末、スマートフォン

等の操作により、パイプラインによる農業用水

の供給を制御する配水管理制御システム

iDAS(iDAS:Irrigation and Drainage Automation System)

を開発した。現在 ICT・IoT を活用した自動給水

栓の導入など、圃場の水管理の省力化に向けた

取り組みが進んでいるが、土地改良区が管理す

るポンプ場等の水利施設は、主に手動で管理さ

れており、管理労力や節水・節電の観点からも

水管理の効率化・自動化が求められている。今

回開発した iDAS は、圃場の水利用に応じた効率

的な配水が自動的に行えるようになり、施設管

理者の省力化とポンプの節電・節水効果が期待

される。また、別に開発されている自動給水栓

等と連携することにより、農家の水管理の省力

化に加えて水配分状況の把握による計画的な灌 

 

漑が可能となる。実証試験では、低平地水田パ

イプライン灌漑地区への本システムの導入によ

り、ポンプ場の消費電力が 40%削減された。ま

た、パイプラインの圧力を適正に保ちつつ配水

するため、管内圧力は大幅に低下しており、パ

イプラインの長寿命化にも効果が期待できる。

現在も複数の条件の異なる地区で実証試験を継

続中。開発したシステムは、ポンプ場など農業

水利施設の管理を行う土地改良区を対象として、 

国営・県営や団体営の土地改良事業における導

入が期待される。 

 情報源：農研機構農村工学研究部門（プレス

リリース） 

2018 年 11 月 12 日  

 

【濃い紫色で食味の良い紫サツマイモ新品種 

「ふくむらさき」- 「べにはるか」並に糖度が

高く、しっとりとした食感 - 】 

 現在、沖縄県を除いた日本の各地域では、食

用の紫サツマイモ品種は「パープルスイートロ

ード」が最も普及している。しかし本品種は、

黄肉色のサツマイモ品種に比べると食味の評価

が低いことから、より食味の良い紫肉色のサツ

マイモ品種を求める生産者および実需者の声が

高まっていた。農研機構は、「パープルスイート

ロード」より食味が優れ、また紫色の濃いサツ

マイモ新品種「ふくむらさき」を育成した。蒸

しいもや焼きいもにした時の糖度は「べにはる

か」並に高く、肉質は中～やや粘質でしっとり

とした食感。 「ふくむらさき」は茨城県など関

東を中心とする青果用サツマイモ産地において、

良食味の紫サツマイモ品種として普及する予定。 

2019 年春より、民間種苗会社などを通じて「ふ

くむらさき」の苗が供給される予定。 

情報源：農研機構九州沖縄農業研究センター

（プレスリリース） 

2018 年 11 月 15 日  

 

【2018 年分離株を用いた豚コレラウイルスの

感染試験- 試験成績を疫学解析や防疫対策に

活用 -】 

  2018年 9月に岐阜県で発生した豚コレラの原

因ウイルスを分離した。当該ウイルス株を用い

て豚への感染試験を行い、強毒株との比較から 
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その特徴を明らかにした。筋肉内接種試験にお

いて、強毒株接種豚では接種 5 日後には下痢、

起立困難、神経症状を示し瀕死状態に陥ったが、

2018 年分離株接種豚は接種 15 日後(試験終了

日)まで生残った。しかしながら、2018 年分離

株接種豚も、強毒株接種豚と同様に、40℃を超

える発熱および白血球減少(10,000 個/μL 以

下)を示した。2018 年分離株の経口接種豚にお

いても同様に、40℃を超える発熱および白血球 

減少(10,000 個/μL 以下)を示したが、接種 14

日後(試験終了日)まで生残った。2018 年分離株

接種豚と同房で飼育した同居豚も感染し、40℃

を超える発熱、白血球減少(10,000 個/μL 以下)

の臨床症状を示した。また、2018 年分離株のウ

イルス遺伝子は、接種豚および同居豚の唾液、

鼻汁および糞便から感染後最低 2 週間検出され

た。血中の抗体は 2 週間以降に検出されること

が明らかとなった。本試験において、2018 年分

離株は豚に臨床症状を引き起こすものの、その

病原性は強毒株よりも低いことが確認された。 

情報源：農研機構動物衛生研究部門（プレス

リリース） 

2018 年 11 月 16 日 

 

【スピロヘータは実は有用微生物だった！-カ

サゴシロアリ腸内で木材の消化をアシスト！-】 

 本研究では、沖縄県八重山諸島に分布するタ

カサゴシロアリの腸内において、餌の木片に大

量に付着したトレポネーマ属のスピロヘータが

キシラナーゼと呼ばれる消化酵素を生産し、木

材に含まれるヘミセルロースの主要成分である

キシラン分解に主要な役割を果たしていること

を初めて明らかにした。 これまでキシラナーゼ

を生産するスピロヘータは知られていない。そ

こで得られた遺伝子配列の類似性や系統関係を

解析したところ、シロアリの腸内に共生するス

ピロヘータはキシラナーゼ遺伝子を全く異なる

細菌から獲得したことが示唆された。キシラナ

ーゼの標的であるキシランは食物繊維として穀

物や草にも含まれているが、一般に動物自身は

これを分解する消化酵素を作ることができない。

そのため、ヒトや草食動物の腸内にもキシラナ

ーゼを生産する細菌群が共生しているが、これ

らはスピロヘータとは全く異なる種類の細菌で 

 

あることが知られている。今回の研究成果は、

脊椎動物と昆虫という系統的に大きく離れた動

物の腸内で、共通の機能を持つ細菌が独立に進

化しうることを示しており、腸内細菌の進化や

共生の仕組みを理解する上で重要な知見である。 

 情報源：琉球大学（プレスリリース） 

 018 年 11 月 27 日 

 

【農業用ポンプ設備の突発的な故障停止を防 

ぐリアルタイム遠方監視システム 

- 機械の血液「潤滑油」をオンライン診断 -】 

 農業用ポンプ場は、農地や地域の用水及び排

水を担う重要な施設。平成 28 年 3 月時点で、農

業用ポンプ場は全国で約 3 千カ所整備されてお

り、その中の約 7 割は設計耐用年数を超過して

いる。全国の大規模ポンプ場の中には、農地だ

けでなく住宅地を含む地域全体を洪水被害から

守り、暮らしを下支えしている施設も多く存在

する。このようなポンプ場の突発的な故障停止

は大きなリスクとなる。このため、ポンプの劣

化状態を診断し、異常兆候をリアルタイムに捉

える技術が必要とされていた。農研機構とトラ

イボテックス株式会社、株式会社クボタは共同

で、ポンプを分解することなく、運転中のポン

プ設備の潤滑油を常時分析・評価することによ

り、設備の異常兆候をリアルタイムに検出・通

知する遠方監視システムを日本ではじめて開発

した。本システムは、あらかじめ設定した管理

基準値を超える異常データを検知すると、アラ

ートを設備管理者の携帯端末(スマートフォン

等)に自動通知する。管理者は遠方から現状また

は過去の蓄積データを閲覧することができ、そ

れらの情報に応じて故障停止を回避する対応を

とることができる。本システムは、どのメーカ

ーのポンプにも設置可能で、新設されるポンプ

への導入はもとより、既存のポンプに対しても

軽微な改造を行うことにより追加できる。また、

潤滑油診断手法はポンプ設備に限るものではな

く、回転部に潤滑油を使用する大型の回転機器

への応用が可能。平成 30 年度より販売開始予定

としており、価格は 1,000 万円程度を予定して

いる。 

 情報源：農研機構農村工学研究部門（プレス

リリース） 
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2018 年 11 月 30 日 

 

【クモ糸を凌駕するミノムシの糸の有用性を

見出し、その産業化を可能にする技術開発】 

 ミノムシの吐く糸が、これまでの知見で最強

と言われているクモの糸よりも、弾性率、破断

強度、およびタフネスのすべてにおいて上回っ

ていることを世界に先駆けて発見した。 ミノム

シから 1 本の長い糸（長繊維）を採糸する基本 

技術を考案し特許出願した。ミノムシの糸は、

強くて高タフネスといった、構造材料としての

理想的な外力への応答性を示すだけでなく、熱

にも非常に高い安定性を示した。ミノムシの糸

を樹脂と複合することで、樹脂の強度が大幅に

改善されることを見出した。ミノムシの人工繁

殖方法や大量飼育方法を確立した。長繊維を採

糸する基本技術を発展させ、効率的な採糸方法

を確立した。 

 情報源：興和株式会社（プレスリリース） 

2018 年 12 月 5 日 

 

【高緯度北極の海鳥営巣崖下の斜面は窒素循

環のホットスポット】 

 海鳥が営巣している崖のすぐ下の急斜面（崖

錐（がいすい））の土壌が極めて高い脱窒能を有

すること、また、強力な温室効果ガスである一

酸化二窒素（N2O）を放出しうることを明らかに

した。本研究の成果は、高緯度北極におけるツ

ンドラ生態系の炭素・窒素循環の実態とその気

候変動への応答を理解する上で重要な知見にな

ると期待される。寒冷な高緯度北極のツンドラ

は炭素や窒素などの物質循環がとても遅い生態

系だが、海鳥が営巣する崖の下の崖錐には排せ

つ物などとして栄養塩に富む新鮮な有機物がも

たらされ、豊かな植生が成立している。しかし、

重要な栄養塩である窒素がこのような崖錐でど

のように循環しているのか、実態はよく分かっ

ていない。スバールバル諸島ニーオルスン近郊

で海鳥の営巣の影響を受ける 2 か所の崖錐を調

査したところ、崖錐表層の土壌は多数の脱窒微

生物を含み、10℃という低温でも極めて高い脱

窒能を示すこと、その土壌を現地の最高気温よ

りも高い 20℃にした場合に脱窒能が顕著に増

加すること、また海鳥の営巣密度が高い 1 か所 

 

の崖錐では N2O の放出が起きていることが分か

った。 

 情報源：国立極地研究所（プレスリリース） 

2018 年 12 月 6 日  

 

【地球温暖化による穀物生産被害は過去 30 年

間で平均すると世界全体で年間 424億ドルと推

定】 

 将来、温暖化が進行しても穀物収量を継続的 

に増加させていくためには、温暖化に適応する

技術の開発・普及が重要。多くの開発途上国は

人口増加が著しく、温暖化の悪影響が大きいと

予測される熱帯・低緯度地域に位置するため、

開発途上国での適応技術の普及は急務。そのた

め、実際に技術導入に必要な資金を先進国や国

際機関が開発途上国などに提供する際には、こ

れまでの温暖化影響や将来見通しについて、科

学的な根拠が必要となる。しかし、収量の変動

には政策や経済状況も影響するため、温暖化の

影響のみを定量的に評価することはこれまで困

難だった。農研機構は、(国研)国立環境研究所

および気象庁気象研究所(以下、共同研究機関と

いう)と共に、温暖化影響の検出・評価専用に設

計された気候データベースを用いて、地球温暖

化が主要穀物であるトウモロコシ、コメ、コム

ギ、ダイズの過去 30 年間の平均収量に与えた影

響(収量影響)を、世界全体について推定した。 

温暖化が起こっている、過去の実際の気候条件

下で推定した収量と、温暖化が起きなかったと

いう仮定の下で推定した収量を比較したところ、

4 種類の穀物のうちコメを除く全てで世界平均

収量は実際の気候条件下で推定したものの方が

低くなった。過去の温暖化による収量の低下割

合は、温暖化が起きなかった場合の収量に対し

て、それぞれトウモロコシ 4.1%、コムギ 1.8%、

ダイズ 4.5%であると推定された。ただしコメは、

世界平均収量に有意な温暖化の影響があったと

は言えなかった。50km メッシュ毎に推定した収

量影響に、2000 年頃の世界の収穫面積分布と国

別の生産者価格(2005-2009 年の平均値)を乗じ

て、被害額を算出した。その結果、年間の被害

額は世界全体で、トウモロコシ 223 億ドル、コ

ムギ 136 億ドル、ダイズ 65 億ドルで、合計 424

億ドルに上った。トウモロコシの被害額は、そ 



図書館員のためのお役立ち情報 

- 43 - 
 

 

の世界第 3 位の生産国であるブラジルの年生産

額の 2 倍に相当した。本成果から、世界平均収

量で見ると、既に温暖化による穀物生産被害が

生じており、温暖化適応策の開発・普及が緊急

に必要であることが示された。 

 情報源：農研機構農業環境変動研究センター

（プレスリリース） 

2018 年 12 月 11 日 

 

【フラワーアレンジメントが高次脳機能障害

者の記憶力向上に効果】 

 2016 年の厚生労働省の調査では、高次脳機能

に障害を負った方は全国で約 32万 7千人と推定

されている。高次脳機能障害者が自立した生活

を送り、社会復帰するためには、認知リハビリ

テーションが重要な役割を果たす。農研機構と

茨城県立医療大学は 2010 年にフラワーアレン

ジメントを作成する作業を通して認知機能の訓

練を行う手法(SFA プログラム)を開発した。SFA

プログラムでは、利用者が吸水スポンジに付け

た○や△の印に順に花材を挿して、パズルを組

み立てるようにフラワーアレンジメントを作成

する。 今回、高次脳機能障害者を対象にした臨

床研究の結果、SFA プログラムに参加した 16 名

の被験者では、記憶テスト得点が平均 12.7 点か

ら 23.3 点へと有意に向上し、非参加群と比べる

と 4 割以上得点が高くなった。さらに 16 名中追

跡調査した 9 名では、3 ヵ月後もテスト成績の

向上効果が維持されていた。今後、SFA プログ

ラムは高次脳機能障害者の認知リハビリテーシ

ョン手法として、その効果が期待される。SFA

プログラムに使用する印付きスポンジ資材(200

円より)は、全国の生花店やインターネットから

購入できる。 

 情報源：農研機構野菜花き研究部門（プレス

リリース） 

2018 年 12 月 18 日 

 

【乾燥しても死なない細胞はなぜ死なずに生

き返ることができるのか？- Pv11細胞の乾燥耐

性および再水和復活メカニズムの示唆 -】 

慶應義塾大学理工学部らの研究グループは、

乾燥させても死なず、水を与えることで再び細

胞分裂が再開する Pv11 細胞の乾燥耐性という 

 

不思議な現象に着目し、トランスクリプトーム

解析を通して、このメカニズムに関与する遺伝

子の推定を行った。この結果、乾燥に対する耐

性を誘導するためには、生体にとって障害とな

る活性酸素の影響を除去する遺伝子や、水を与

えられることで乾燥時にダメージが蓄積した

DNA を修復する遺伝子が高発現することを明ら

かにした。これらの成果から、推定した遺伝子

群を、乾燥耐性を持たない別の生物に遺伝子導 

入することで、乾燥しても死なない新たな生物

の創生が期待される。 

情報源：慶應義塾大学（プレスリリース） 

2018 年 12 月 19 日 

 

【「水産エコラベル認証審査支援システム

(MuSESC)」の構築について】 

水産物輸出の際には MSC･ASC･FOS など各種

の水産エコラベル認証の取得が必要となりつつ

あるが、相当の労力と期間が必要。そのため、

認証取得に必要な審査資料の収集を支援するデ

ータベースや申請者が必要書類を容易に準備で

きるシステムの構築が望まれていた。水産研

究・教育機構、東京大学、東京海洋大学、大日

本水産会は、共同で水産エコラベル認証の取得

を支援する、水産エコラベル認証審査支援シス

テム(MuSESC)の構築に取り組み、その開発を三

菱スペース・ソフトウエア(株)に委託していた。 

このシステムは、1) 論文・報告書など審査資

料の収集整備を支援する「SH“U”N プロ情報サ

ーバ」と、2)申請者が審査項目に従って必要書

類を準備・登録することが容易に出来る水産物

認証取得を支援する「MuSESC サーバ」から構成

されている。このシステムを使うことで、水産

物認証取得に要する費用と審査期間が節約でき

る。このシステムの運用開始は、本年度末を予

定している。 

情報源：国立研究開発法人水産研究・教育機

構本部（プレスリリース） 

2018 年 12 月 25 日 

 

【カメムシの卵が一斉に孵化する巧妙なメカ

ニズムを発見-ある卵が割れた振動を合図にき

ょうだいの卵が孵化する-】 

動物の群れでは、ある個体の行動が周りに影 
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響して群れ全体が一斉に行動を起こすことがあ

る。同じようなことが、鳥やカメ、昆虫などが

一つの場所にかためて産んだ卵の集まりにおい

ても起こり、卵が一斉に孵化する例のあること

が知られている。こうした例では、卵の殻を隔

てて子から子へ何らかの情報が伝わっているが、

多くの場合その情報が何なのかはわかっていな

い。 

京都大学大学院理学研究科らの研究グループ

は、国内で広く見られるクサギカメムシにおい

て、卵塊中のある卵が孵化を始めて殻が割れた

瞬間、発生した振動が周りに感じとられ、一斉

に孵化が起こることを発見した。本研究グルー

プはまず、レーザドップラ振動計を用いて卵が

割れる瞬間の短いパルス状振動を記録した。続

いて、記録した振動を人工的に再現して孵化前

の卵に与える実験を行い、この振動に速やかな

孵化を促す効果があることを確認した。卵が割

れる振動に反応するという、一斉孵化の単純で

巧妙なメカニズムが示されたのは初めて。 

情報源：京都大学大学院理学研究科（プレス

リリース） 

2018 年 12 月 28 日 
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日本農学図書館協議会誌 投稿要領 

１ 趣 旨 

この要領は、日本農学図書館協議会誌の投稿に

関する取り扱いについて定めるものとする。 

２ 投稿者の資格 

本誌に投稿できる者は、農学系図書館の活動に

賛同する者とする。 

３ 執筆及び投稿要領 

原稿執筆に当たっては、本要領及び別に定める

原稿執筆要領に従うものとする。 

４ 投稿原稿の取り扱い 

（1）投稿原稿は会誌編集委員会においてその採否

を決定する。 

（2）投稿された原稿は、原則として返却しない。 

５ 謝礼 

（1）執筆者には、原稿が掲載された「日本農学図

書館協議会誌」を３部贈呈する。 

（2）投稿及び依頼原稿の稿料は別に定める。 

６ 著作権 

（1）本誌に掲載する著作物の著作権は、日本農学

図書館協議会に帰属する。 

（2）執筆者自身が当該著作物の再利用を希望する

場合、日本農学図書館協議会は、再利用が学術研

究及び農学図書館業務改善の進展に資するもので

ある場合は、これを認めることがある。 

（3）第三者から、論文の複製及び転載などに関す

る許諾の要請があり、日本農学図書館協議会が必

要と認めた場合は、許諾することがある。 

７ 個人情報 

編集の過程において入手した個人情報は、本誌

の編集刊行に関する活動以外の目的には使用しな

い。 

（附則）この投稿要領は、平成27年8月1日より施

行する。 

 

 

 

 

 

 

日本農学図書館協議会誌 原稿執筆要領 

１ 趣 旨 

この要領は、日本農学図書館協議会誌の投稿執

筆に関する事項を定めるものとする。 

２ 投稿原稿は、次の要領で作成し提出する。 

（1）原稿の受付は、随時とする。 

（2）原稿は、Ｗｏｒｄ形式もしくはテキスト形式

を使用し、横書きで10,000字程度（図表･写真は1

枚当たり250文字換算）とする。また、図表も原則

として、電子化したデータで提出するものとする。

刷り上りは4ページ程度を想定する。 

（3）文中の見出し番号の表記は、１．１）①とす

る。 

（4）図表の見出しは、図１及び表１とし、図の下

および表の上に記したうえで、挿入箇所を本文欄

外に指示する。 

（5）注記もしくは引用文献等は、本文の該当個所

右肩に1)と記し、原稿の末尾にまとめて記載する。

なお、記載例は①及び②の通りとする。 

① 編著者名『書名』（シリーズ名）出版社、出

版年（西暦）、引用ページ 

② 執筆者名「論文名」『雑誌名』巻号、発行年

月、引用ページ 

（6）原稿には、表題及び英文タイトル、執筆者氏

名及びローマ字名、所属機関の英文名を添付する。 

（7）原稿の提出は下記宛てとし、日本農学図書館

協議会事務局が受領した日をもって原稿受付日と

する。 

〒156-8502 東京都世田谷区桜ヶ丘1-1-1 

東京農業大学 教職・学術情報課程内 

NPO法人 日本農学図書館協議会事務局 

TEL.FAX.03-3408-5077 jaald@nifty.com 

（8）執筆者の校正は、1回を原則とする。 

（9）「別刷」を希望する者は、校正の際に必要部

数を日本農学図書館協議会事務局に連絡すること。 

なお、経費（実費）については、本人の負担とす

る。 

（附則）この投稿要領は、平成27年8月1日よ施行

する 

NPO 法人日本農学図書館協議会では、投稿要領及び執筆要領を新たに規定し、読者の皆様に積極

的に投稿していただくための環境を整えました。当面する図書館の課題や日常の図書館員の声など、

自由にご投稿していただくことを願っています。ご不明な点は事務局までお問い合わせください。 

【問い合わせ先】℡：03-3408-5077 E-mail:jaald@nifty.com 
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